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(57)【要約】
【課題】高密度情報記録媒体において、データ記録領域
の容量をほとんど低下させることなく、情報記録再生装
置に対してトラッキング制御用の信号を高精度に検出さ
せることが可能な情報記録媒体を提供する。
【解決手段】磁気記録媒体３は、磁気記録媒体３の半径
方向に等しい間隔で同心円状に配置された複数のトラッ
クを有している。また、磁気記録媒体３の磁気記録セル
１は、複数のトラックに形成されると共に、隣接するト
ラックに形成された磁気記録セル１と互い違いになるよ
うに配置されている。そして、磁気記録媒体３は、トラ
ックＴｒ２の磁気記録セル１が形成されていない欠陥領
域２ａと、トラックＴｒ３に形成された磁気記録セル１
ａとを含む第１の領域３１、及び、トラックＴｒ３の磁
気記録セル１が形成されていない欠陥領域２ｂと、トラ
ックＴｒ２に形成された磁気記録セル１ｂとを含む第２
の領域３２、を少なくとも１組有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに孤立した複数の情報記録セルが配列されたデータ記録領域を有する情報記録媒体
であって、
　上記情報記録媒体の半径方向に等しい間隔で同心円状に配置された複数のトラックを有
し、
　上記情報記録セルは、上記複数のトラックに形成されると共に、隣接するトラックに形
成された情報記録セルと互い違いになるように配置されており、
　上記複数のトラックのうちの注目する１つのトラックを第１のトラックとし、該第１の
トラックに隣接するトラックを第２のトラック及び第３のトラックとするとき、
　上記第２のトラックの上記情報記録セルが形成されていない特定領域と、上記第３のト
ラックに形成された情報記録セルとを含む第１の領域、及び、
　上記第３のトラックの上記情報記録セルが形成されていない特定領域と、上記第２のト
ラックに形成された情報記録セルとを含む第２の領域、を少なくとも１組有することを特
徴とする情報記録媒体。
【請求項２】
　上記情報記録セルは、上記複数のトラックにおいて、上記情報記録媒体の中心に向かっ
て一定の周方向に上記特定領域の周方向位置が異なるように形成されたことを特徴とする
請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項３】
　上記第１のトラックに形成された情報記録セルと、周方向において該情報記録セルと最
も近接した、上記第２のトラック又は上記第３のトラックに形成された情報記録セルとの
距離をＤとし、該第１のトラックに形成された、周方向において最も近接した２つの情報
記録セルとの距離をＰとし、０以上の整数をｎとするとき、
　上記情報記録セルは、上記複数のトラックにおいて、上記特定領域の周方向位置がｎ×
Ｐ＋Ｄだけ異なるように形成されたことを特徴とする請求項２に記載の情報記録媒体。
【請求項４】
　上記ｎが０であることを特徴とする請求項３に記載の情報記録媒体。
【請求項５】
　上記第１のトラックに形成された情報記録セルと、周方向において該情報記録セルと最
も近接した、上記第２のトラック又は上記第３のトラックに形成された情報記録セルとの
距離をＤとし、該第１のトラックに形成された、周方向において最も近接した２つの情報
記録セルとの距離をＰとし、自然数をｍとするとき、
　上記情報記録セルは、上記複数のトラックにおいて、上記特定領域の周方向位置がｍ×
Ｐ－Ｄだけ異なるように形成されたことを特徴とする請求項２に記載の情報記録媒体。
【請求項６】
　上記ｍが１であることを特徴とする請求項５に記載の情報記録媒体。
【請求項７】
　上記情報記録セルは、磁化方向の違いによって情報が記録される磁気記録セルであるこ
とを特徴とする請求項１から６の何れかに記載の情報記録媒体。
【請求項８】
　請求項７に記載の情報記録媒体に対して情報の記録再生を行う磁気記録素子及び磁気再
生素子を含む記録再生ヘッドを備えた磁気記録再生装置であって、
　上記第１のトラックに形成された情報記録セルに対して情報の記録再生を行うとき、
　上記磁気再生素子が上記第１の領域に含まれる情報記録セルから検出する信号の信号振
幅と、該磁気再生素子が上記第２の領域に含まれる情報記録セルから検出する信号の信号
振幅とをもとに、該第１のトラックに対するトラッキング制御を行うことを特徴とする磁
気記録再生装置。
【請求項９】
　上記磁気再生素子において、該磁気再生素子が磁化を検出可能な半径方向の幅である磁
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化検出幅Ｓｗ１が、上記情報記録セルの直径をＣｗ１とし、上記トラックピッチをＴＰ１
とするとき、
　　２×ＴＰ１－Ｃｗ１＜Ｓｗ１＜２×ＴＰ１
に設定されていることを特徴とする請求項８に記載の磁気記録再生装置。
【請求項１０】
　上記磁気再生素子の周方向における空間分解可能幅をＳｔ１とし、上記第１のトラック
に形成された情報記録セルと、周方向において該情報記録セルと最も近接した、上記第２
のトラック又は上記第３のトラックに形成された情報記録セルとの距離をＤとするとき、
Ｓｔ１＜Ｄであることを特徴とする請求項８又は９に記載の磁気記録再生装置。
【請求項１１】
　上記磁気記録素子と上記磁気再生素子との半径方向における距離を検出する距離検出動
作を行うことを特徴とする請求項８～１０の何れか１項に記載の磁気記録再生装置。
【請求項１２】
　上記距離検出動作は、
　上記磁気記録素子による記録動作、上記磁気再生素子による再生動作、及び該磁気再生
素子が検出する再生信号から得られるエラーレートを記憶する記憶動作を、上記記録再生
ヘッドの、上記情報記録媒体の半径方向における半径位置毎に繰り返し行う動作と、
　上記再生動作時においてオントラックであるときの上記記録再生ヘッドの上記情報記録
媒体における半径位置をｒ１とし、上記記憶動作時に記憶したエラーレートのうち、最小
のエラーレートとなる上記記録動作を行ったときの上記記録再生ヘッドの上記情報記録媒
体における半径位置ｒ２とするとき、上記磁気記録素子と上記磁気再生素子との半径方向
における距離をｒ１－ｒ２と決定する動作と、を含むことを特徴とする請求項１１に記載
の磁気記録再生装置。
【請求項１３】
　上記情報記録セルは、光が照射されることによって情報が記録される光記録セルである
ことを特徴とする請求項１から６の何れかに記載の情報記録媒体。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の情報記録媒体に対して情報の記録再生を行う発光素子及び受光素子
を含む記録再生ヘッドを備えた光記録再生装置であって、
　上記第１のトラックに形成された情報記録セルに対して情報の記録再生を行うとき、
　上記受光素子が上記第１の領域に含まれる情報記録セルから検出する信号の信号振幅と
、該受光素子が上記第２の領域に含まれる情報記録セルから検出する信号の信号振幅とを
もとに、該第１のトラックに対するトラッキング制御を行うことを特徴とする光記録再生
装置。
【請求項１５】
　上記受光素子において、該受光素子が光情報を検出可能な半径方向の幅である光検出幅
Ｓｗ２が、上記情報記録セルの直径をＣｗ２とし、上記トラックピッチをＴＰ２とすると
き、
　　２×ＴＰ２－Ｃｗ２＜Ｓｗ２＜２×ＴＰ２
に設定されていることを特徴とする請求項１４に記載の光記録再生装置。
【請求項１６】
　上記受光素子の周方向における空間分解可能幅をＳｔ２とし、上記第１のトラックに形
成された情報記録セルと、周方向において該情報記録セルと最も近接した、上記第２のト
ラック又は上記第３のトラックに形成された情報記録セルとの距離をＲとするとき、Ｓｔ
２＜Ｒであることを特徴とする請求項１４又は１５に記載の光記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パターンドメディアのような高密度に情報を記録可能な情報記録媒体に関す
る。また、本発明は、上記情報記録媒体に対して情報の記録再生を行うことが可能な磁気
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記録再生装置及び光記録再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像又は映像の高画質化が進み、ユーザが扱う情報量は益々増加している。この
ため、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）と呼ばれる磁気記録装置の大容量化に向けて、面記録
密度の高密度化検討が広く行われている。この検討において、高密度磁気記録における有
望な技術の一つとして、孤立した磁気記録セルを配列した磁気記録媒体（すなわち、非磁
性材料の中に磁性粒子を等間隔で規則正しく並べた磁気記録媒体）であるパターンドメデ
ィアが挙げられる。このパターンドメディアの構成によれば、粒子間の磁気的な相互作用
が少なくなるため、媒体雑音が低減し、記録密度の大幅な向上を図ることが可能である。
【０００３】
　従来の磁気記録媒体では、媒体面内方向に一様に（連続的に）形成された磁性層におい
ては、記録マークのエッジが結晶粒の粒界位置となる。このため、微小な記録マークで高
いＳ／Ｎ比（Signal to Noise Ratio）を確保するためには、結晶粒の大きさを小さくす
る必要がある。しかしながら、結晶粒の大きさを小さくすることに伴って磁化の最小単位
体積が減少することにより、結晶粒内での磁化量が小さくなってしまう。この結果、従来
の磁気記録媒体では、物性的な限界を示す熱揺らぎ等による磁化反転が生じやすくなるた
め、磁気情報が消失しやすくなってしまうという問題があった。すなわち、従来の磁気記
録媒体では、記録された情報を安定状態に保つことが困難であった。
【０００４】
　一方、パターンドメディアでは、互いに磁気的に分離された磁気記録セルに磁気情報が
記録されており、記録マークのエッジが磁気記録セルのエッジとなる。従って、上述した
従来の磁気記録媒体とは異なり、高いＳ／Ｎ比を確保するために、磁化の最小単位体積を
特別に小さくする必要がない。このため、パターンドメディアでは、熱揺らぎ等を回避し
やすくなる（すなわち、熱揺らぎ等による磁化反転が生じにくくなる）ため、従来の磁気
記録媒体よりも高い記録密度を実現できる。
【０００５】
　このようなパターンドメディアの技術として、例えば特許文献１、２が挙げられる。特
許文献１には、データ信号記憶領域とトラッキングサーボ信号記憶領域とを含むパターン
ドメディアが開示されている。また、特許文献２には、ナノホールの規則配列の複数が交
互に隣接してなり、隣接する該規則配列が互いに異なる構成を有するパターンドメディア
が開示されている。
【０００６】
　特に、特許文献２の技術では、上記のようにナノホールが配列されたパターンドメディ
アに記録する磁気記録装置が、該パターンドメディアに対してトラッキング制御を行うこ
とができる。また、特許文献２では、上記磁気記録装置がトラッキング制御をより容易に
行うことを可能とするために、任意の規則配列をデータ領域とし、該規則配列に隣接する
他の規則配列をガードバンド領域とした構成を有するパターンドメディアについても開示
している。この構成の場合、ガードバンド領域がトラッキング制御用の領域として機能し
ている。
【特許文献１】特開２００３－１９６８１５号公報（平成１５年７月１１日公開）
【特許文献２】特開２００６－３４６８２０号公報（平成１８年１２月２８日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、パターンドメディアのような微小な磁気記録セルを有した高密度磁気記
録媒体に形成された各トラック間のトラックピッチは、例えば５０ｎｍ程度と非常に狭い
。このため、パターンドメディアに記録再生を行う磁気記録再生装置に備えられた記録再
生ヘッド（記録素子又は再生素子）が、所望のトラックに対してわずかなズレを生じただ
けで、記録エラー又は再生エラーが発生しやすくなってしまうという虞がある。
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【０００８】
　一般に、磁気記録再生装置が磁気記録媒体に対してトラッキング制御を行うときの、磁
気記録媒体の半径方向における記録再生ヘッドの位置決め要求精度は、トラックピッチの
１０％以下とされている。このため、パターンドメディアのように面記録密度が１Ｔｂ／
ｉｎ２程度の場合には、上記位置決め要求精度として、数ｎｍ程度の精度が要求されると
考えられる。
【０００９】
　この要求を実現するために、上記磁気記録再生装置においてより正確なトラッキング制
御を行う方法として、トラッキング用サーボパターンでの信号検出頻度を高くすることが
考えられる。しかしながら、上記信号検出頻度を高くするために、磁気記録媒体に単純に
サーボパターンを形成する領域を増加させることは、データ記録領域の容量（磁気記録媒
体に記録される情報量）を低下させてしまう虞がある。
【００１０】
　上記特許文献１の技術では、トラッキングサーボ信号記憶領域がデータ信号記憶領域と
は別途設けられている。すなわち、特許文献１の技術では、上述のように、データ記録領
域の容量を低下させてしまう虞がある。
【００１１】
　一方、上記特許文献２の技術では、磁気記録装置がより容易にトラッキング制御を行う
ためには、トラッキング制御用の領域としてガードバンド領域を設ける必要がある。すな
わち、この場合にも特許文献１と同様、データ記録領域の容量を低下させてしまう虞があ
る。また、特許文献２の技術においてガードバンド領域を設けない構成の場合、磁気記録
装置によるトラッキング制御の精度は、ガードバンド領域を設けた構成の場合よりも低下
してしまう。このため、特許文献２の技術では、ガードバンド領域を設けずにトラッキン
グ制御の精度をより向上させることは困難である。
【００１２】
　また、上記では磁気記録媒体について説明したが、光を照射することによって情報の記
録再生が行われる光記録媒体についても、面記録密度の高密度化を検討する場合には、磁
気記録媒体と同様の問題が生じる。また、この光記録媒体に対しては、光記録再生装置が
情報の記録再生を行っているものとする。
【００１３】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、パターンドメディア
のような高密度情報記録媒体において、データ記録領域の記録容量をほとんど低下させる
ことなく、情報記録再生装置に対してトラッキング制御用の信号を高精度に検出させるこ
とが可能な情報記録媒体を提供することにある。また、本発明の目的は、この情報記録媒
体に記録再生を行うことにより、記録再生ヘッドの位置決め精度を向上させることが可能
な（すなわち、記録エラー及び再生エラーの少ない）磁気記録再生装置又は光記録再生装
置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係る情報記録媒体は、上記課題を解決するため、互いに孤立した複数の情報記
録セルが配列されたデータ記録領域を有する情報記録媒体であって、上記情報記録媒体の
半径方向に等しい間隔で同心円状に配置された複数のトラックを有し、上記情報記録セル
は、上記複数のトラックに形成されると共に、隣接するトラックに形成された情報記録セ
ルと互い違いになるように配置されており、上記複数のトラックのうちの注目する１つの
トラックを第１のトラックとし、該第１のトラックに隣接するトラックを第２のトラック
及び第３のトラックとするとき、上記第２のトラックの上記情報記録セルが形成されてい
ない特定領域と、上記第３のトラックに形成された情報記録セルとを含む第１の領域、及
び、上記第３のトラックの上記情報記録セルが形成されていない特定領域と、上記第２の
トラックに形成された情報記録セルとを含む第２の領域、を少なくとも１組有することを
特徴としている。
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【００１５】
　ここで、情報記録セルが「隣接するトラックに形成された情報記録セルと互い違いにな
るように配置されて」いるとは、以下の２つの条件を示すことを意味する。１つの条件と
しては、第１のトラックに形成された情報記録セルの円周方向における周方向位置と、該
第１のトラックと隣接する第２のトラック又は第３のトラックに形成された情報記録セル
の周方向位置とが同じ位置ではないことである。もう１つの条件としては、第１のトラッ
クにおいて隣り合った２つの磁気記録セル１間の任意の周方向位置に、第２のトラック及
び第３のトラックの何れかには情報記録セルが１つ形成されていることである。なお、上
記「円周方向における周方向位置」とは、情報記録媒体の周方向における位置を指す。
【００１６】
　これにより、情報記録媒体は、該情報記録媒体に情報の記録再生を行う情報記録再生装
置に対して、データ記録領域内に特定領域を含む第１の領域及び第２の領域から検出させ
る信号をもとに第１のトラックに対する高精度なトラッキング制御を行わせることができ
る。よって、情報記録媒体は、トラッキング制御用の信号検出のみのためのパターンを設
ける必要がない。このため、情報記録媒体は、データ記録領域の記録容量をほとんど低下
させることなく、情報記録再生装置に記録再生ヘッドの位置合わせを高精度に行わせるこ
とができる。
【００１７】
　従って、情報記録媒体は、狭トラックピッチ及び高線記録密度であっても記録領域をほ
とんど低下させることなく、上記情報記録再生装置に対して、高精度にトラッキング制御
を行わせることができる。すなわち、情報記録媒体は、再生エラー及び記録エラーの少な
い情報記録再生装置を提供することが可能となる。
【００１８】
　また、情報記録媒体は、第１の領域及び第２の領域を複数有する構成でもある。この場
合には、情報記録媒体は、情報記録再生装置に対して、第１の領域及び第２の領域からの
トラッキング制御用の信号を高頻度で検出させることが可能になるため、記録再生ヘッド
に生じるオフトラックの検出頻度を高めることができる。すなわち、情報記録媒体は、情
報記録再生装置に対して高頻度にトラッキング制御を行わせることができる。
【００１９】
　なお、上記記録再生ヘッドは、情報記録再生装置に備えられており、情報記録媒体に記
録された情報の記録再生を行うために、情報記録セルから信号を検出するものである。ま
た、上記オフトラックとは、情報記録媒体の半径方向における記録再生ヘッドの半径位置
が、該記録再生ヘッドが追従する第１のトラックの半径方向における半径位置の中心から
ずれて、情報記録再生装置が所定の情報記録セルから記録された情報を正しく読み出すこ
とが難しい状態を指す。
【００２０】
　さらに、本発明に係る情報記録媒体は、上記情報記録セルは、上記複数のトラックにお
いて、上記情報記録媒体の中心に向かって一定の周方向に上記特定領域の周方向位置が異
なるように形成されていてもよい。
【００２１】
　上記構成によれば、上記情報記録再生装置が情報記録媒体の第１の領域及び第２の領域
からトラッキング制御用の信号を検出することによって第１のトラックに対してトラッキ
ング制御を行うときに、記録再生ヘッドにオフトラックが生じた場合であっても、該オフ
トラックの方向を容易に特定することができる。
【００２２】
　さらに、本発明に係る情報記録媒体は、上記第１のトラックに形成された情報記録セル
と、周方向において該情報記録セルと最も近接した、上記第２のトラック又は上記第３の
トラックに形成された情報記録セルとの距離をＤとし、該第１のトラックに形成された、
周方向において最も近接した２つの情報記録セルとの距離をＰとし、０以上の整数をｎと
するとき、上記情報記録セルは、上記複数のトラックにおいて、上記特定領域の周方向位
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置がｎ×Ｐ＋Ｄだけ異なるように形成されていてもよい。
【００２３】
　上記構成によれば、複数のトラックにおいて、第１の領域及び第２の領域の周方向にお
ける間隔が等しくなる。このため、情報記録媒体は、情報記録再生装置が該情報記録媒体
のどのトラックに記録再生を行う場合であっても、該情報記録再生装置に対して、第１の
領域及び第２の領域から検出するトラッキング制御用の信号を、同じ順序で、かつ等しい
タイミングで検出させることができる。
【００２４】
　従って、情報記録媒体は、情報記録再生装置が該情報記録媒体に対して記録再生を行う
ときに、第１の領域及び第２の領域以外から検出する信号（すなわち誤った信号）でトラ
ッキング制御を行うといった誤動作を抑制することができる。すなわち、情報記録媒体は
、情報記録再生装置に対してより高精度なトラッキング制御を行わせることができる。
【００２５】
　なお、上述のように、第１のトラックに形成された情報記録セルと、周方向において該
情報記録セルと最も近接した、第２のトラック又は第３のトラックに形成された情報記録
セルとの距離をＤとしているので、該距離Ｄの範囲は、０＜Ｄ＜Ｐ／２となる。
【００２６】
　さらに、本発明に係る情報記録媒体は、上記ｎが０であってもよい。
【００２７】
　上記構成によれば、複数のトラックにおいて、第１の領域及び第２の領域の周方向にお
ける間隔が等しくなる。このため、情報記録媒体は、情報記録再生装置が該情報記録媒体
のどのトラックに記録再生を行う場合であっても、第１の領域及び第２の領域から検出す
るトラッキング制御用の信号を、同じ順序で、かつ等しいタイミングで検出させることが
できる。また、情報記録媒体は、複数のトラックにおいて、第１の領域及び第２の領域の
間隔が短くなるので、情報記録再生装置が該第１の領域及び第２の領域からのトラッキン
グ制御用の信号の検出タイミングを短くさせることができる。
【００２８】
　従って、情報記録媒体は、情報記録再生装置が情報記録媒体に対して記録再生を行うと
きに、第１の領域及び第２の領域以外から検出する信号（すなわち誤った信号）でトラッ
キング制御を行うといった誤動作をより確実に抑制することができる。すなわち、情報記
録媒体は、情報記録再生装置に対してより高精度なトラッキング制御を行わせることがで
きる。
【００２９】
　さらに、本発明に係る情報記録媒体は、上記第１のトラックに形成された情報記録セル
と、周方向において該情報記録セルと最も近接した、上記第２のトラック又は上記第３の
トラックに形成された情報記録セルとの距離をＤとし、該第１のトラックに形成された、
周方向において最も近接した２つの情報記録セルとの距離をＰとし、自然数をｍとすると
き、上記情報記録セルは、上記複数のトラックにおいて、上記特定領域の周方向位置がｍ
×Ｐ－Ｄだけ異なるように形成されていてもよい。
【００３０】
　上記構成によれば、複数のトラックにおいて、第１の領域及び第２の領域の周方向にお
ける間隔が等しくなる。このため、情報記録媒体は、情報記録再生装置が該情報記録媒体
のどのトラックに記録再生を行う場合であっても、該情報記録再生装置に対して、第１の
領域及び第２の領域から検出するトラッキング制御用の信号を、同じ順序で、かつ等しい
タイミングで検出させることができる。
【００３１】
　従って、情報記録媒体は、情報記録再生装置が該情報記録媒体に対して記録再生を行う
ときに、第１の領域及び第２の領域以外から検出する信号（すなわち誤った信号）でトラ
ッキング制御を行うといった誤動作を抑制することができる。すなわち、情報記録媒体は
、情報記録再生装置に対してより高精度なトラッキング制御を行わせることができる。
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【００３２】
　さらに、本発明に係る情報記録媒体は、上記ｍが１であってもよい。
【００３３】
　上記構成によれば、複数のトラックにおいて、第１の領域及び第２の領域の周方向にお
ける間隔が等しくなる。このため、情報記録媒体は、情報記録再生装置が該情報記録媒体
のどのトラックに記録再生を行う場合であっても、第１の領域及び第２の領域から検出す
るトラッキング制御用の信号を、同じ順序で、かつ等しいタイミングで検出させることが
できる。また、情報記録媒体は、複数のトラックにおいて、第１の領域及び第２の領域の
間隔が短くなるので、情報記録再生装置が該第１の領域及び第２の領域からのトラッキン
グ制御用の信号の検出タイミングを短くさせることができる。
【００３４】
　従って、情報記録媒体は、情報記録再生装置が情報記録媒体に対して記録再生を行うと
きに、第１の領域及び第２の領域以外から検出する信号（すなわち誤った信号）でトラッ
キング制御を行うといった誤動作をより確実に抑制することができる。すなわち、情報記
録媒体は、情報記録再生装置に対してより高精度なトラッキング制御を行わせることがで
きる。
【００３５】
　さらに、本発明に係る情報記録媒体は、上記情報記録セルは、磁化方向の違いによって
情報が記録される磁気記録セルであってもよい。
【００３６】
　上記構成によれば、情報記録媒体は、磁化方向の違いによって情報が記録される磁気記
録セルを備えた磁気記録媒体である。情報記録媒体は、磁気記録媒体であっても、上記と
同様、狭トラックピッチ及び高線記録密度であっても記録領域をほとんど低下させること
なく、上記情報記録再生装置に対して、高精度にトラッキング制御を行わせることができ
る。すなわち、情報記録媒体は、再生エラー及び記録エラーの少ない情報記録再生装置を
提供することが可能となる。なお、ここでの情報記録再生装置とは、磁気記録セルに対し
て情報の記録再生を行うことが可能な、例えば磁気記録再生装置である。
【００３７】
　さらに、本発明に係る磁気記録再生装置は、上記に記載の情報記録媒体に対して情報の
記録再生を行う磁気記録素子及び磁気再生素子を含む記録再生ヘッドを備えた磁気記録再
生装置であって、上記第１のトラックに形成された情報記録セルに対して情報の記録再生
を行うとき、上記磁気再生素子が上記第１の領域に含まれる情報記録セルから検出する信
号の信号振幅と、該磁気再生素子が上記第２の領域に含まれる情報記録セルから検出する
信号の信号振幅とをもとに、該第１のトラックに対するトラッキング制御を行うことを特
徴としている。
【００３８】
　上記構成によれば、磁気記録再生装置は、磁気再生素子が第１の領域及び第２の領域か
ら検出する信号の信号振幅をもとに、記録再生ヘッドが追従する第１のトラックに対する
トラッキング制御を行う。すなわち、磁気記録再生装置は、第１の領域及び第２の領域か
ら検出する信号をトラッキング制御用の信号として検出する。
【００３９】
　これにより、磁気記録再生装置は、上述の情報記録媒体がトラッキング制御用の信号検
出のみのためのパターンを設けていなくても、該情報記録媒体に対して、高精度に記録再
生ヘッドの位置合わせを行うことができる。従って、磁気記録再生装置は、上述の情報記
録媒体に対して、高精度にトラッキング制御を行うことができ、再生エラー及び記録エラ
ーを少なくすることができる。
【００４０】
　また、上述の情報記録媒体は、第１の領域及び第２の領域を複数有する構成でもある。
この場合には、磁気記録再生装置は、上記第１の領域及び第２の領域からトラッキング制
御用の信号を高頻度で検出することが可能になるため、記録再生ヘッドに生じるオフトラ
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ックの検出頻度を高めることができる。すなわち、磁気記録再生装置は、情報記録媒体に
対して高頻度にトラッキング制御を行うことができる。
【００４１】
　さらに、本発明に係る磁気記録再生装置は、上記磁気再生素子において、該磁気再生素
子が磁化を検出可能な半径方向の幅である磁化検出幅Ｓｗ１が、上記情報記録セルの直径
をＣｗ１とし、上記トラックピッチをＴＰ１とするとき、２×ＴＰ１－Ｃｗ１＜Ｓｗ１＜
２×ＴＰ１に設定されていてもよい。
【００４２】
　上記構成によれば、磁気再生素子の磁化検出幅Ｓｗ１を上記式となるように設定するこ
とで、磁気再生素子は、記録再生ヘッドが追従する第１のトラックにおける情報記録セル
からの信号を最も大きい信号として検出できる。また、磁気再生素子は、第１の領域及び
第２の領域における情報記録セルからの信号を、トラッキング制御用の信号として確実に
検出することができる。
【００４３】
　従って、磁気記録再生装置は、第１のトラックに隣接する第２のトラック又は第３のト
ラックにおける情報記録セルからの信号を適切な大きさで検出することができるので、該
信号がクロストークしても、再生エラーを生じにくくすることができる。すなわち、磁気
記録再生装置は、情報記録媒体に対して高精度なトラッキング制御を行うことができる。
【００４４】
　さらに、本発明に係る磁気記録再生装置は、上記磁気再生素子の周方向における空間分
解可能幅をＳｔ１とし、上記第１のトラックに形成された情報記録セルと、周方向におい
て該情報記録セルと最も近接した、上記第２のトラック又は上記第３のトラックに形成さ
れた情報記録セルとの距離をＤとするとき、Ｓｔ１＜Ｄであってもよい。
【００４５】
　上記構成によれば、磁気記録再生装置は、トラッキング制御用の信号を検出するときに
、各々の情報記録セルから検出される信号を分離しやすくなるため、トラッキングエラー
を生じにくくすることができる。
【００４６】
　さらに、本発明に係る磁気記録再生装置は、上記磁気記録素子と上記磁気再生素子との
半径方向における距離を検出する距離検出動作を行ってもよい。
【００４７】
　上記構成によれば、磁気記録再生装置は、磁気記録素子と磁気再生素子との半径方向に
おける距離が、所定の値（例えば、磁気記録素子と磁気再生素子との距離が０）とは異な
る場合であっても、記録時に磁気記録素子がオフトラックになること防ぐことができる。
すなわち、磁気記録再生装置は、記録再生ヘッドの個体差に起因した磁気記録素子のオフ
トラックによる記録エラー、及び記録エラーに伴う再生エラーの増加を抑制することがで
きる。
【００４８】
　さらに、本発明に係る磁気記録再生装置は、上記距離検出動作は、上記磁気記録素子に
よる記録動作、上記磁気再生素子による再生動作、及び該磁気再生素子が検出する再生信
号から得られるエラーレートを記憶する記憶動作を、上記記録再生ヘッドの、上記情報記
録媒体の半径方向における半径位置毎に繰り返し行う動作と、上記再生動作時においてオ
ントラックであるときの上記記録再生ヘッドの上記情報記録媒体における半径位置をｒ１
とし、上記記憶動作時に記憶したエラーレートのうち、最小のエラーレートとなる上記記
録動作を行ったときの上記記録再生ヘッドの上記情報記録媒体における半径位置ｒ２とす
るとき、上記磁気記録素子と上記磁気再生素子との半径方向における距離をｒ１－ｒ２と
決定する動作と、を含んでいてもよい。
【００４９】
　上記構成によれば、磁気記録再生装置は、決定した上記距離ｒ１－ｒ２を記憶しておく
ことにより、磁気再生素子がこの距離分だけオフトラックした状態で、記録時のトラッキ
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ング制御を行う。これにより、磁気記録再生装置は、記録再生ヘッドの個体差に起因した
磁気記録素子のオフトラックによる記録エラー、及び記録エラーに伴う再生エラーの増加
を抑制することができる。
【００５０】
　なお、上記オントラックとは、情報記録媒体の半径方向における記録再生ヘッドの半径
位置がトラックの半径位置の中心とほぼ一致して、情報記録再生装置が所定の情報記録セ
ルから記録された情報を読み出すことが可能な状態を指す。
【００５１】
　さらに、本発明に係る情報記録媒体は、上記情報記録セルは、光が照射されることによ
って情報が記録される光記録セルであってもよい。
【００５２】
　上記構成によれば、情報記録媒体は、光が照射されることによって情報が記録される光
記録セルを備えた光記録媒体である。情報記録媒体は、光記録媒体であっても、上記と同
様、狭トラックピッチ及び高線記録密度であっても記録領域をほとんど低下させることな
く、上記情報記録再生装置に対して、高精度にトラッキング制御を行わせることができる
。すなわち、情報記録媒体は、再生エラー及び記録エラーの少ない情報記録再生装置を提
供することが可能となる。なお、ここでの情報記録再生装置とは、光記録セルに対して情
報の記録再生を行うことが可能な、例えば光記録再生装置である。
【００５３】
　さらに、本発明に係る光記録再生装置は、上記に記載の情報記録媒体に対して情報の記
録再生を行う発光素子及び受光素子を含む記録再生ヘッドを備えた光記録再生装置であっ
て、上記第１のトラックに形成された情報記録セルに対して情報の記録再生を行うとき、
上記受光素子が上記第１の領域に含まれる情報記録セルから検出する信号の信号振幅と、
該受光素子が上記第２の領域に含まれる情報記録セルから検出する信号の信号振幅とをも
とに、該第１のトラックに対するトラッキング制御を行うことを特徴としている。
【００５４】
　上記構成によれば、光記録再生装置は、受光素子が第１の領域及び第２の領域から検出
する信号の信号振幅をもとに、記録再生ヘッドが追従する第１のトラックに対するトラッ
キング制御を行う。すなわち、光記録再生装置は、第１の領域及び第２の領域から検出す
る信号をトラッキング制御用の信号として検出する。
【００５５】
　これにより、光記録再生装置は、上述の情報記録媒体がトラッキング制御用の信号検出
のみのためのパターンを設けていなくても、該情報記録媒体に対して、高精度に記録再生
ヘッドの位置合わせを行うことができる。従って、光記録再生装置は、上述の情報記録媒
体に対して、高精度にトラッキング制御を行うことができ、再生エラー及び記録エラーを
少なくすることができる。
【００５６】
　また、上述の情報記録媒体は、第１の領域及び第２の領域を複数有する構成でもある。
この場合には、光記録再生装置は、上記第１の領域及び第２の領域からトラッキング制御
用の信号を高頻度で検出することが可能になるため、記録再生ヘッドに生じるオフトラッ
クの検出頻度を高めることができる。すなわち、光記録再生装置は、情報記録媒体に対し
て高頻度にトラッキング制御を行うことができる。
【００５７】
　さらに、本発明に係る光記録再生装置は、上記受光素子において、該受光素子が光情報
を検出可能な半径方向の幅である光検出幅Ｓｗ２が、上記情報記録セルの直径をＣｗ２と
し、上記トラックピッチをＴＰ２とするとき、２×ＴＰ２－Ｃｗ２＜Ｓｗ２＜２×ＴＰ２
に設定されていてもよい。
【００５８】
　上記構成によれば、受光素子の光検出幅Ｓｗ２を上記式となるように設定することで、
受光素子は、記録再生ヘッドが追従する第１のトラックにおける情報記録セルからの信号
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を最も大きい信号として検出できる。また、受光素子は、第１の領域及び第２の領域にお
ける情報記録セルからの信号を、トラッキング制御用の信号として確実に検出することが
できる。
【００５９】
　従って、光記録再生装置は、第１のトラックに隣接する第２のトラック又は第３のトラ
ックにおける情報記録セルからの信号を適切な大きさで検出することができるので、該信
号がクロストークしても、再生エラーを生じにくくすることができる。すなわち、光記録
再生装置は、情報記録媒体に対して高精度なトラッキング制御を行うことができる。
【００６０】
　さらに、本発明に係る光記録再生装置は、上記受光素子の周方向における空間分解可能
幅をＳｔ２とし、上記第１のトラックに形成された情報記録セルと、周方向において該情
報記録セルと最も近接した、上記第２のトラック又は上記第３のトラックに形成された情
報記録セルとの距離をＲとするとき、Ｓｔ２＜Ｒであってもよい。
【００６１】
　上記構成によれば、光記録再生装置は、トラッキング制御用の信号を検出するときに、
各々の情報記録セルから検出される信号を分離しやすくなるため、トラッキングエラーを
生じにくくすることができる。
【発明の効果】
【００６２】
　本発明に係る情報記録媒体は、以上のように、互いに孤立した複数の情報記録セルが配
列されたデータ記録領域を有する情報記録媒体であって、上記情報記録媒体の半径方向に
等しい間隔で同心円状に配置された複数のトラックを有し、上記情報記録セルは、上記複
数のトラックに形成されると共に、隣接するトラックに形成された情報記録セルと互い違
いになるように配置されており、上記複数のトラックのうちの注目する１つのトラックを
第１のトラックとし、該第１のトラックに隣接するトラックを第２のトラック及び第３の
トラックとするとき、上記第２のトラックの上記情報記録セルが形成されていない特定領
域と、上記第３のトラックに形成された情報記録セルとを含む第１の領域、及び、上記第
３のトラックの上記情報記録セルが形成されていない特定領域と、上記第２のトラックに
形成された情報記録セルとを含む第２の領域、を少なくとも１組有することを特徴として
いる。
【００６３】
　これにより、情報記録媒体は、該情報記録媒体に情報の記録再生を行う情報記録再生装
置に対して、第１の領域及び第２の領域から検出させる信号をもとに第１のトラックに対
する高精度なトラッキング制御を行わせることができる。よって、情報記録媒体は、デー
タ記録領域内に特定領域を含む第１の領域及び第２の領域が有する構成であるので、トラ
ッキング制御用の信号検出のみのためのパターンを設ける必要がない。このため、情報記
録媒体は、データ記録領域の記録容量をほとんど低下させることなく、情報記録再生装置
に記録再生ヘッドの位置合わせを高精度に行わせることができる。
【００６４】
　従って、情報記録媒体は、狭トラックピッチ及び高線記録密度であっても記録領域をほ
とんど低下させることなく、上記情報記録再生装置に対して、高精度にトラッキング制御
を行わせることができる。すなわち、情報記録媒体は、再生エラー及び記録エラーの少な
い情報記録再生装置を提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６５】
　〔実施形態１〕
　本発明の一実施形態について図１～図７に基づいて説明すると以下の通りである。
【００６６】
　〔磁気記録再生装置４の概略構成〕
　図２は、本発明の一実施形態に係る磁気記録媒体（情報記録媒体）３に対して記録再生
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を行う磁気記録再生装置４の概略構成を示す図である。磁気記録再生装置４は、図２に示
すように、サスペンション５と、スピンドル６と、ボイスコイルモーター７と、ランプ機
構８と、記録再生ヘッド９とを備えている。また、図２では、磁気記録再生装置４は、磁
気記録媒体３を備えた構成となっている。なお、磁気記録媒体３の構造、及び磁気記録再
生装置４による磁気記録媒体３の記録再生方法については、後に詳述する。
【００６７】
　サスペンション５は、後述のボイスコイルモーター７に固定されており、ボイスコイル
モーター７と反対側の先端に、磁気記録媒体３に対して磁界を印加する記録再生ヘッド９
を備えている。
【００６８】
　スピンドル６は、磁気記録再生装置４が磁気記録媒体３に情報の記録再生を行うときに
、磁気記録媒体３を反時計周り（図２の矢印方向）に回転させるものである。なお、磁気
記録媒体３の中心部にはスピンドル６と嵌合可能なように穴部が形成されている。
【００６９】
　ボイスコイルモーター７は、サスペンション５に備えられた記録再生ヘッド９が磁気記
録媒体３の半径方向に磁気記録媒体３上を移動できるように、サスペンション５を移動さ
せるものである。すなわち、記録再生ヘッド９は、ボイスコイルモーター７の作動に応じ
て、磁気記録媒体３に対する半径方向における半径位置を変更させることができる。
【００７０】
　ランプ機構８は、磁気記録媒体３に情報の記録再生を行わないときに、記録再生ヘッド
９が退避する場所（すなわち、記録再生ヘッド９が固定される場所）である。
【００７１】
　記録再生ヘッド９は、磁気記録媒体３に情報の記録再生を行うときに、磁気記録媒体３
に対して磁界を印加するものである。これにより、例えば磁気記録媒体３の磁気記録セル
１（後述）の磁化方向を決定したり、該磁化方向を磁化情報として読み出すことができる
。具体的には、記録再生ヘッド９は、図３に示すように、磁気記録媒体３に近い面に、垂
直磁気記録媒体用の磁気記録素子１０と磁気再生素子１１とを備えている。図３は、磁気
記録再生装置４の記録再生ヘッド９の概略構成を示す図である。
【００７２】
　磁気記録素子１０は、磁気記録媒体３に情報を記録するときに記録可能な強度の磁界を
、磁気記録媒体３に印加するものである。同様に、磁気再生素子１１は、磁気記録媒体３
の磁気記録セル１から磁化情報を読み出すものである。
【００７３】
　なお、磁気記録素子１０と磁気再生素子１１との磁気記録媒体３から見た円周方向にお
ける位置関係は、記録再生ヘッド９が回転する磁気記録媒体３の任意の位置を通過すると
き、この任意の位置上を磁気再生素子１１が先に通過し、磁気記録素子１０がその後に通
過するような位置関係となっている。
【００７４】
　以上のように、磁気記録再生装置４は、スピンドル６及びサスペンション５の動作と、
記録再生ヘッド９による磁界の印加とを制御することにより、磁気記録媒体３の所定の位
置に記録再生を行うことができる。
【００７５】
　すなわち、磁気記録再生装置４は、サスペンション５、スピンドル６等の各種機能を制
御するための所定の演算処理を行う制御部４１を備えており、制御部４１は例えばＣＰＵ
（Central Processing Unit）等によって実現されている。さらに、制御部４１は、本実
施形態に係る磁気記録媒体３に対して記録再生を行うときの記録再生ヘッド９の制御を行
うために、例えば信号特定部４１１と、差分算出部４１２と、ヘッド位置制御部４１３と
を備えている。
【００７６】
　信号特定部４１１は、磁気再生素子１１が磁気記録媒体３から読み出した磁化情報、す
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なわち磁気記録媒体３から検出した磁化情報を示す信号の振幅を、後述の予め設定された
信号振幅と比較する。そして、信号特定部４１１は、比較した結果に基づいて、磁気記録
媒体３からの検出信号が、記録再生ヘッド９が追従するトラックにおける磁気記録セル１
からの信号であるか、該トラックに隣接するトラックにおける磁気記録セル１からの信号
であるかを特定する。
【００７７】
　また、信号特定部４１１は、後述の予め記憶された領域判別用の信号振幅を参照するこ
とによって、磁気再生素子１１が検出した信号が第１の領域３１又は第２の領域３２から
の検出信号であると判定すると、両検出信号の振幅を差分算出部４１２に供給する。
【００７８】
　差分算出部４１２は、第１の領域３１及び第２の領域３２からの検出信号の振幅の差分
を求め、該差分をヘッド位置制御部４１３に供給する。
【００７９】
　ヘッド位置制御部４１３は、ボイスコイルモーター７を制御することによって記録再生
ヘッド９の位置制御を行うものであり、所定のトラック（追従して記録再生を行うトラッ
ク）へのトラッキングを実現するものである。ヘッド位置制御部４１３は、例えば磁気記
録再生装置４の初期動作時に、後述の距離検出動作を行うことによって記録再生ヘッド９
の位置制御を行う。
【００８０】
　また、ヘッド位置制御部４１３は、差分算出部４１２から供給される差分に基づいて、
記録再生ヘッド９の半径方向への移動量を決定する。ヘッド位置制御部４１３は、上記差
分が０である場合には、現在の記録再生ヘッド９の位置を変更しない（記録再生ヘッド９
に対する移動制御を行わない）。一方、ヘッド位置制御部４１３は、上記差分が０でない
場合には、例えば上記差分と上記移動量とが対応付けられたテーブルを参照することによ
って、記録再生ヘッド９を移動させるための移動量を決定する（記録再生ヘッド９に対す
る移動制御を行う）。すなわち、ヘッド位置制御部４１３は、記録再生ヘッド９に対する
フィードバック制御（トラッキング制御）を行う。なお、ヘッド位置制御部４１３は、フ
ィードバック制御を行うとき、例えば配置情報、識別情報を参照することによってオフト
ラック方向を判定している。
【００８１】
　さらに磁気記録再生装置４は、制御部４１で利用される各種データ、プログラムの実行
によって得られたデータ等を記憶する記憶部４２を備えている。記憶部４２は、ＲＡＭ（
Random Access Memory）などの揮発性メモリ、および、ＲＯＭ（Read-Only Memory）やフ
ラッシュメモリなどの不揮発性メモリで実現される。
【００８２】
　記憶部４２は、各種データ又はプログラムとして、磁気再生素子１１が追従するトラッ
クであることを判別可能な信号振幅、領域判別用の信号振幅、配置情報、上記差分と記録
再生ヘッド９の半径方向への移動量とを対応付けたテーブル等が記憶している。
【００８３】
　なお、磁気記録媒体３に対する磁気記録再生装置４の具体的な制御については、以下の
磁気記録媒体３の記録再生方法において説明する。この記録再生方法での説明において、
磁気記録再生装置４が行う制御は、制御部４１が記憶部４２に記憶された情報を参照する
ことによって実現されている。
【００８４】
　〔磁気記録媒体３の概略構成及び製造方法〕
　次に、本発明の一実施形態に係る磁気記録媒体３について図１を用いて説明する。図１
は、本発明の一実施形態に係る磁気記録媒体３の概略構成を示す図である。
【００８５】
　磁気記録媒体３は、孤立した磁気記録セル（情報記録セル）１を配列したパターンドメ
ディアであり、例えば媒体面内方向に対して垂直方向に磁化されることで情報が記録され
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るタイプの媒体である。また、磁気記録媒体３には、複数のトラックが該磁気記録媒体３
の半径方向に等しい間隔（所定のトラックピッチ（例えば５０ｎｍ））で同心円状に配置
されており、該複数のトラックには上記磁気記録セル１が配置されている（すなわち、磁
気記録セル１は、各トラックに一列に配置されている）。さらに、磁気記録セル１は、円
柱状のセルであり、磁気記録再生装置４によって磁気情報が記録再生されるものであり、
隣接するトラックに形成された磁気記録セル１と互い違いになるように配置されている。
【００８６】
　但し、磁気記録媒体３の最外周及び最内周のトラックに関しては、このトラックの外側
又は内側に隣接するトラックが存在しない。また、本実施形態に係る磁気記録媒体３の磁
気記録セル１の大きさは、直径２５ｎｍ及び高さ４０ｎｍとなっているが、これに限らず
、直径５ｎｍ～４５ｎｍ及び高さが１０ｎｍ～６０ｎｍとなっていればよい。
【００８７】
　ここで、磁気記録セル１が「隣接するトラックに形成された磁気記録セル１と互い違い
になるように配置されている」とは、以下の２つの条件を示すことを意味する。１つの条
件としては、磁気記録セル１の円周方向における周方向位置（磁気記録媒体３の円周方向
における位置）と、該磁気記録セル１が形成されたトラックと隣接するトラックに形成さ
れた磁気記録セル１の周方向位置とが同じ位置ではないことである。もう１つの条件とし
ては、同じトラックにおいて隣り合った２つの磁気記録セル１間の任意の周方向位置に、
該トラックと隣接するトラックの何れかには磁気記録セル１が１つ形成されていることで
ある。すなわち、磁気記録セル１が互い違いになるように配置された構成としては、同じ
トラックにおいて隣り合った２つの磁気記録セル１間の任意の周方向位置に、該トラック
と隣接する両トラックに磁気記録セル１が存在する場合と、該トラックと隣接する一方の
トラックには磁気記録セル１が存在するものの、もう一方のトラックには磁気記録セル１
が存在しない場合とがある。なお、本実施形態に係る磁気記録媒体３では、任意の磁気記
録セル１は、その周方向位置が、隣接するトラックにおいて隣り合った２つの磁気記録セ
ル１の中心位置となるように形成されている。
【００８８】
　磁気記録媒体３の構成について、図１を用いてさらに具体的に説明する。磁気記録媒体
３では、上記のように、磁気記録セル１が隣接するトラックに形成された磁気記録セル１
と互い違いになるように配置されている。また、磁気記録媒体３では、各トラックにおい
て規則的に磁気記録セル１が配置されている場合に該磁気記録セル１が存在するはずの領
域に、該磁気記録セル１が存在しない領域が少なくとも１つある。「規則的に磁気記録セ
ル１が配置されている」とは、図１に示すように、点線で囲まれた領域にも磁気記録セル
１が存在し、各トラックでの磁気記録セル１の周方向位置の間隔が等しいことを指す。
【００８９】
　すなわち、本実施形態に係る磁気記録媒体３は、任意のトラック内で隣接した２つの磁
気記録セル１間の周方向位置において、該トラックと隣接する一方のトラックには磁気記
録セル１が存在せず、隣接するもう一方のトラックには磁気記録セル１が存在するといっ
た第１の領域３１及び第２の領域３２が存在する。そして、磁気記録媒体３は、上記任意
のトラックに対して上記第１の領域３１及び第２の領域３２の組み合わせを少なくとも１
組有する構成となっている。
【００９０】
　例えば図１に示すトラックＴｒ１（第１のトラック）を上記任意のトラックとした場合
、図１に示す磁気記録媒体３は、第１の領域３１及び第２の領域３２の組み合わせを１組
有する構成となっている。第１の領域３１には、該トラックＴｒ１内で隣接した磁気記録
セル１間の周方向位置において、該トラックＴｒ１と隣接する外周側（紙面上方）のトラ
ックＴｒ２（第２のトラック）に磁気記録セル１が存在せず、該トラックＴｒ１と隣接す
る内周側（紙面下方）のトラックＴｒ３（第３のトラック）には磁気記録セル１が存在す
る。一方、上記第２の領域３２には、トラックＴｒ１内で隣接した磁気記録セル１間の周
方向位置において、トラックＴｒ３には磁気記録セル１が存在せず、トラックＴｒ２には
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磁気記録セル１が存在する。
【００９１】
　なお、本実施形態では、「規則的に磁気記録セル１が配置されている場合に該磁気記録
セル１が存在するはずの領域に、該磁気記録セル１が存在しない領域」を以降「欠陥領域
（特定領域）２」と称し、点線で囲んだ円で表すものとする。また、磁気記録媒体３にお
いて磁気記録セル１が存在しない領域（欠陥領域２を含む領域）は、非磁性体によって形
成されている。さらに、磁気記録セル１は、磁気記録セルの総称であり、各磁気記録セル
を示すときには、磁気記録セル１ａ、１ｂ、・・・と称するものとする。また同様に、欠
陥領域２は、欠陥領域の総称であり、各欠陥領域を示すときには、欠陥領域２ａ、２ｂ、
・・・と称するものとする。
【００９２】
　つまり、上記第１の領域３１及び第２の領域３２は、以下のように言い換えることがで
きる。すなわち、第１の領域３１には、トラックＴｒ１と隣接する外周側のトラックＴｒ
２に欠陥領域２ａが存在し、該トラックＴｒ１と隣接する内周側のトラックＴｒ３に磁気
記録セル１ａが存在するといえる。一方、第２の領域３２には、トラックＴｒ３に欠陥領
域２ｂが存在し、トラックＴｒ２に磁気記録セル１ｂが存在するといえる。なお、図１に
示すように、トラックＴｒ１には欠陥領域２ｃが含まれている。
【００９３】
　なお、磁気記録セル１の形状は、円柱状に限られるものではなく、例えば四角柱状、楕
円柱状、球状等であってもよく、孤立した磁気記録セル１に磁気情報が記録できれば形状
であればどのような形状であってもよい。
【００９４】
　また、磁気記録媒体３の回転方向は、図１に示すように、紙面左から右（矢印方向）と
なっているため、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３において、紙面右側の磁気記録
セル１から順に信号検出していく。
【００９５】
　以下、磁気記録媒体３の製造方法の一例を示す。まず、ガラス基板上に軟磁性層を形成
した後、この軟磁性層上にレジストを塗布する。次に、電子線リソグラフィー法によって
、レジストに微細パターンを形成した後、磁気記録セル１を形成する材料を、この微細パ
ターンが形成されたレジスト上に成膜する。その後、有機溶剤を用いて、レジストとレジ
スト上に堆積した磁気記録セル１を形成する材料とを除去した後、この基板上に非磁性層
を成膜する。そして、この基板の非磁性層側から研磨を行うことで、磁気記録セル１を表
面に露出させると共に、基板表面を平滑にする。最後に、磁気記録セル１が形成された基
板に対して潤滑剤を塗布する。
【００９６】
　上記磁気記録媒体３の製造方法では、磁気記録セル１を形成する材料としては、例えば
Ｃｏ、Ｐｔ、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃｒ、Ｍｎ又はこれらの金属からなる合金が挙げられる。また
、上記合金としては、例えばＣｏＰｔ、ＳｍＣｏ、ＣｏＣｒ又はＴｂＦｅＣｏ合金を用い
ることができる。さらに、レジストへの微細パターンの形成方法としては、例えば陽極酸
化法、フォトリソグラフィー法、ナノインプリント法等を用いることが可能である。
【００９７】
　また、上記磁気記録媒体３の製造方法では、磁気記録媒体３の片面にのみ磁気記録面（
すなわち、磁気記録セル１を有する面）を形成しているが、これに限らず、磁気記録媒体
３の両面に磁気記録面を形成してもよい。この場合には、上記製造方法に示す工程が、磁
気記録媒体３の両面に対して実施されればよい。なお、磁気記録媒体３の両面に形成され
る磁気記録面への潤滑剤の塗布については、同時に行うことも可能である。
【００９８】
　〔磁気記録媒体３の記録再生方法〕
　次に、磁気記録再生装置４が磁気記録媒体３に対して磁気情報を記録再生する方法につ
いて説明する。
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【００９９】
　本実施形態に係る磁気記録再生装置４の磁気再生素子１１は、磁化検出領域に磁化が存
在しない場合には、磁気記録媒体３から振幅の信号を検出する。また、磁気再生素子１１
は、図１に示す磁気記録媒体３において紙面手前から奥に向かう磁化が存在する場合には
検出信号としてプラスの信号を検出する一方、紙面奥から手前に向かう磁化が存在する場
合には検出信号としてマイナスの信号を検出する。さらに、磁気再生素子１１は、周方向
位置の等しい２つの磁気記録セル１の磁化の向きが反対で磁化の大きさが等しい場合には
、異なる符号で振幅の大きさが等しい信号を検出する。
【０１００】
　また、磁気再生素子１１が磁化を検出可能な半径方向の幅である磁化検出幅Ｓｗ１は、
トラックピッチをＴＰ１、磁気記録セル１の直径をＣｗ１とすると、
　　Ｓｗ１＝２×ＴＰ１－Ｃｗ１／２
に設定されている。つまり、磁気再生素子１１の磁化検出幅Ｓｗ１は、図１に示すように
、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１上を追従する場合、トラックＴｒ２からトラックＴ
ｒ１側に直径Ｃｗ１の４分の１だけずれた位置と、トラックＴｒ３からトラックＴｒ１側
に直径Ｃｗ１の４分の１だけずれた位置との間の距離となる。
【０１０１】
　ここでは、磁気記録再生装置４の磁気再生素子１１が、図１に示す磁気記録媒体３のト
ラックＴｒ１に沿って、紙面右側の磁気記録セル１から左方向（図１に示す矢印とは反対
方向）に向かって信号を検出する場合について説明する。なお、図４は、図３に示す磁気
再生素子１１が、図１に示す磁気記録媒体３のトラックＴｒ１に沿って信号を検出したと
きの検出信号の絶対値を示す図であり、同図（ａ）は、図１に示すトラックＴｒ１におい
てオントラックである時の検出信号の絶対値を示す図であり、同図（ｂ）は、図３に示す
記録再生ヘッド９が、図１に示すトラックＴｒ１から内周側に僅かに位置ずれを起こして
いる場合の検出信号の絶対置を示す図であり、同図（ｃ）は、記録再生ヘッド９が、図１
に示すトラックＴｒ１から外周側に僅かに位置ずれを起こしている場合の検出信号の絶対
値を示す図である。
【０１０２】
　なお、図４（ａ）～図４（ｃ）に示す符号Ｓ１ａ及びＳ１ｂは、磁気再生素子１１がト
ラックＴｒ２、Ｔｒ３に形成された磁気記録セル１ａ、１ｂから検出する信号を示す。ま
た、図４（ａ）に示す符号Ｓ２ｃは、磁気再生素子１１がトラックＴｒ１における欠陥領
域２ｃ上を通過したときに検出する信号を示す。さらに、図４（ｂ）及び図４（ｃ）では
、検出信号Ｓ１ｂ及びＳ１ｂのみを示している。
【０１０３】
　上述のように、欠陥領域２ｃは、磁気記録セル１が存在しない領域（磁化を持たない領
域）であるので、磁気再生素子１１が検出する信号Ｓ２ｃはゼロレベルである。なお、図
４（ａ）～図４（ｃ）に示される直線１２は、検出信号のゼロレベル（スライスレベル）
を示すものである。
【０１０４】
　磁気記録媒体３が磁気記録再生装置４に装着されると、該磁気記録再生装置４は、スピ
ンドル６を制御して図１に示す矢印方向に該磁気記録媒体３を回転させる。その後、磁気
記録再生装置４は、ボイスコイルモーター７を制御して、記録再生ヘッド９がトラックＴ
ｒ１上に位置するようにサスペンション５を移動させる。磁気再生素子１１は、トラック
Ｔｒ１上を追従することにより、磁気記録セル１ａ、１ｂ等の該トラックＴｒ１に隣接し
たトラックＴｒ２、Ｔｒ３に形成された磁気記録セル１と、該トラックＴｒ１に形成され
た磁気記録セル１とを交互に検出することとなる。本実施形態に係る磁気記録媒体３にお
いて、トラックＴｒ１に隣接した内外周２つのトラックＴｒ２、Ｔｒ３における磁気記録
セル１の周方向位置は等しい。このため、磁気再生素子１１は、例えばトラックＴｒ１に
形成された磁気記録セル１を１つ検出した後、隣接した２つのトラックＴｒ２、Ｔｒ３に
おける磁気記録セル１を２つ同時に検出することを繰り返すように信号を検出していく。
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【０１０５】
　このとき、磁気再生素子１１が検出する信号の大きさは、トラックＴｒ１にオントラッ
クであるか否かによって異なるものの、トラックＴｒ１における磁気記録セル１とトラッ
クＴｒ２、Ｔｒ３における磁気記録セル１とでは異なる。このため、磁気記録再生装置４
には、記録再生ヘッド９が追従するトラック（この場合はトラックＴｒ１）における磁気
記録セル１からの検出信号としての最小の信号振幅（オフトラックのときでも上記トラッ
クにおける磁気記録セル１からの検出信号であることが判別可能な信号振幅）が予め設定
されている。
【０１０６】
　また、磁気記録再生装置４は、スピンドル６を制御して磁気記録媒体３を回転させ、一
定速度になった後（または一定時間経過した後）に磁気再生素子１１による信号検出を開
始するように制御する。磁気記録再生装置４は、ゼロレベルでない信号を検出すると、該
信号の信号振幅と上記予め設定された信号振幅と比較することによって、磁気再生素子１
１が追従するトラックＴｒ１における磁気記録セル１であるか否かを判定する。
【０１０７】
　従って、磁気記録再生装置４は、記録再生ヘッド９が例えばトラックＴｒ１上を追従す
るときに、該トラックＴｒ１に形成された磁気記録セル１からの検出信号と、トラックＴ
ｒ２、Ｔｒ３に形成された磁気記録セル１からの検出信号とを判別することができる。ま
た、磁気記録再生装置４は、磁気再生素子１１がトラックＴｒ１に形成された磁気記録セ
ル１から信号を検出する順番のときにゼロレベルの信号を検出した場合には、トラックＴ
ｒ１における欠陥領域２であると判別することができる。
【０１０８】
　なお、オントラックとは、記録再生ヘッド９の半径位置がトラックの半径位置の中心と
ほぼ一致して、磁気記録再生装置４が所定の磁気記録セル１から記録された情報を読み出
すことが可能な状態を指す。一方、オフトラックとは、記録再生ヘッド９の半径位置がト
ラックの半径位置の中心からずれて、磁気記録再生装置４が所定の磁気記録セル１から記
録された情報を正しく読み出すことが難しい状態を指す。
【０１０９】
　記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１上を追従するときに、該トラックＴｒ１に対してオ
ントラックである場合、図４（ａ）に示すように、磁気再生素子１１は、該トラックＴｒ
１における磁気記録セル１から最も大きな振幅ｈ１の信号を検出する。また、磁気再生素
子１１は、トラックＴｒ２、Ｔｒ３における２つの磁気記録セル１が同じ磁化方向である
場合には、該磁気記録セル１から振幅ｈ２の信号を検出する。なお、トラックＴｒ２、Ｔ
ｒ３の２つの磁気記録セル１の磁化方向が逆方向である場合には、該磁気記録セル１から
の検出信号はゼロレベルとなる。
【０１１０】
　ここで、磁気記録再生装置４は、上述のように、記録再生ヘッド９が追従するトラック
における磁気記録セル１（又は欠陥領域２）からの検出信号と、該トラックに隣接するト
ラックにおける磁気記録セル１（又は欠陥領域２）からの検出信号とを判別できる。つま
り、磁気記録再生装置４は、トラックＴｒ２、Ｔｒ３の２つの磁気記録セル１からの検出
信号がゼロレベルであっても、該検出信号を、磁気再生素子１１がトラックＴｒ１におけ
る欠陥領域２上を通過したときのゼロレベルの検出信号と異なる信号と判別できる。
【０１１１】
　具体的には、磁気記録再生装置４は、上述のように、磁気記録媒体３が一定速度で回転
した後に信号検出を開始するように磁気再生素子１１を制御し、信号検出を行っている間
の該磁気記録媒体３の回転速度を一定に保つ。また、磁気記録媒体３の各トラックにおい
て、磁気記録セル１又は欠陥領域２は、周方向に一定間隔で配置されている。すなわち、
磁気再生素子１１は、記録再生ヘッド９が追従しているトラック（再生トラック）から一
定の周期で信号ピークを検出する一方で、該再生トラックから検出される信号ピーク間に
、該再生トラックに隣接するトラックから信号ピークを検出する。
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【０１１２】
　つまり、磁気再生素子１１は、再生トラックからの信号と隣接するトラックからの信号
とを一定の時間間隔で検出している。また、磁気記録再生装置４は、上述のように、上記
予め設定された信号振幅を参照することによって、再生トラックにおける磁気記録セル１
からの検出信号であるか否かを判別している。このため、磁気記録再生装置４は、磁気再
生素子１１で検出される信号がゼロレベルであっても、再生トラックからの検出信号であ
るか否かを判別することができる。
【０１１３】
　ここで、磁気再生素子１１は、再生トラックに隣接する一方のトラックに欠陥領域２が
存在し、隣接するもう一方のトラックに磁気記録セル１が存在する（第１の領域３１又は
第２の領域３２上を通過する）場合には、図４（ａ）に示すように、振幅ｈ３の信号を検
出する。例えば磁気再生素子１１は、トラックＴｒ２に欠陥領域２ａが存在し、トラック
Ｔｒ３に磁気記録セル１ａが存在する第１の領域３１上を通過するとき、磁気記録セル１
ａから振幅ｈ３の信号Ｓ１ａを検出する。一方、磁気再生素子１１は、トラックＴｒ２に
磁気記録セル１ｂが存在し、トラックＴｒ３に欠陥領域２ｂが存在する第２の領域３２上
を通過するとき、磁気記録セル１ｂから振幅ｈ３の信号Ｓ１ｂを検出する。
【０１１４】
　このように、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１に対してオントラックである場合、磁
気再生素子１１が検出する信号Ｓ１ａと信号Ｓ１ｂとの振幅は等しくなる。従って、この
場合には、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３に対する記録再生ヘッド９の半径位置
を調整することなく、トラックＴｒ１に記録された情報の再生を行うことができる。
【０１１５】
　また、上述のように、磁気再生素子１１の磁化検出幅Ｓｗ１が（２×ＴＰ１－Ｃｗ１／
２）となっており、該磁気再生素子１１は、再生トラックにおける磁気記録セル１からの
信号振幅ｈ１を最も大きく検出する。このため、磁気記録再生装置４では、トラックＴｒ
１に隣接するトラックＴｒ２、Ｔｒ３における磁気記録セル１からの検出信号がクロスト
ークしても、再生エラーが生じにくい。
【０１１６】
　次に、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１に対してオフトラックである場合、図４（ｂ
）及び図４（ｃ）に示すように、磁気再生素子１１がトラックＴｒ３の磁気記録セル１ａ
から検出する信号Ｓ１ａの振幅と、トラックＴｒ２の磁気記録セル１ｂからの信号Ｓ１ｂ
の振幅とが異なる。
【０１１７】
　記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１から内周側（トラックＴｒ３側）に僅かに位置ずれ
を起こした場合、図４（ｂ）に示すように、磁気再生素子１１がトラックＴｒ３における
磁気記録セル１ａから検出する信号Ｓ１ａの振幅ｈ４は、振幅ｈ３よりも大きくなる。一
方、磁気再生素子１１がトラックＴｒ２における磁気記録セル１ｂから検出する信号Ｓ１
ｂの振幅ｈ５は、振幅ｈ３よりも小さくなる。
【０１１８】
　このため、磁気記録再生装置４は、磁気再生素子１１がこれらの信号Ｓ１ａ、Ｓ１ｂを
検出すると、該信号Ｓ１ａ、Ｓ１ｂの振幅差（ｈ４－ｈ５）を求める。そして、磁気記録
再生装置４は、振幅ｈ４と振幅ｈ５とが等しく（すなわち、ｈ４－ｈ５＝０）なるように
、記録再生ヘッド９の半径位置を外周側（トラックＴｒ２側）にずらしてトラックＴｒ１
に戻るようにフィードバック制御を行う。
【０１１９】
　一方、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１から外周側（トラックＴｒ２側）に僅かに位
置ずれを起こした場合、図４（ｃ）に示すように、磁気再生素子１１がトラックＴｒ３に
おける磁気記録セル１ａから検出する信号Ｓ１ａの振幅ｈ６は、振幅ｈ３よりも小さくな
る。一方、磁気再生素子１１がトラックＴｒ２における磁気記録セル１ｂから検出する信
号Ｓ１ｂの振幅ｈ７は、振幅ｈ３よりも大きくなる。
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【０１２０】
　このため、磁気記録再生装置４は、磁気再生素子１１がこれらの信号Ｓ１ａ、Ｓ１ｂを
検出すると、該信号Ｓ１ａ、Ｓ１ｂの振幅差（ｈ６－ｈ７）を求める。そして、磁気記録
再生装置４は、振幅ｈ６と振幅ｈ７とが等しく（すなわち、ｈ６－ｈ７＝０）なるように
、記録再生ヘッド９の半径位置を内周側（トラックＴｒ３側）にずらしてトラックＴｒ１
に戻るようにフィードバック制御を行う。
【０１２１】
　ここで、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１上を追従しているとき、該トラックＴｒ１
と隣接するトラックＴｒ２、Ｔｒ３における磁気記録セル１又は欠陥領域２から検出する
信号振幅の大きさは、オントラック時においてはｈ２、ｈ３、０の何れかである。オフト
ラック時であっても、上記信号振幅の大きさは、ｈ２に近い値、ｈ３に近い値（ｈ４、ｈ
５を含む）、０に近い値の何れかである。このため、磁気記録再生装置４は、例えば信号
振幅の大きさｈ３に一定の幅を持たせた信号振幅を予め記憶している。つまり、磁気記録
再生装置４は、第１の領域３１又は第２の領域３２からの検出信号であることを判別可能
な領域判別用の信号振幅が予め記憶されている。
【０１２２】
　すなわち、磁気記録再生装置４は、上記予め記憶された領域判別用の信号振幅を参照す
ることによって、磁気再生素子１１が検出した信号が第１の領域３１又は第２の領域３２
からの検出信号であると判定した場合に、両検出信号の振幅（この場合は信号Ｓ１ａ及び
Ｓ１ｂの振幅ｈ３）の差分を求め、該差分が０であるか否かを判定する。磁気記録再生装
置４は、上記差分が０であると判定した場合には、記録再生ヘッド９への移動制御を行わ
ない。一方、磁気記録再生装置４は、上記差分が０でないと判定した場合には、例えば上
記差分と記録再生ヘッド９の半径方向への移動量とを対応付けたテーブルを参照すること
によって、該差分に対応する移動量分だけ該記録再生ヘッド９を移動させる。このように
して、磁気記録再生装置４は、記録再生ヘッド９に対するフィードバック制御（位置調整
）を行う。
【０１２３】
　なお、上記移動量は、磁気記録再生装置４が、再生トラックの磁気記録セル１からの検
出信号の振幅を上記予め設定された信号振幅よりも大きいと判断することが可能な範囲内
に、記録再生ヘッド９を移動可能であればどのように設定されていてもよい。すなわち、
磁気記録再生装置４は、再生トラックに対してトラッキング可能な半径位置に記録再生ヘ
ッド９を制御できる範囲であれば、上記差分が０でなくてもよい。
【０１２４】
　つまり、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３の第１の領域３１及び第２の領域３２
から検出する信号をトラッキング制御用の信号とし、該信号の信号振幅をもとにトラック
Ｔｒ１に対してフィードバック制御（トラッキング制御）を行う。このため、磁気記録再
生装置４は、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１に対して僅かにオフトラックである場合
であっても、該トラックＴｒ１に対してオントラックになるようにフィードバック制御を
行うことが可能である。すなわち、磁気記録再生装置４は、フィードバック制御を行うこ
とにより、再生トラックに対するトラッキングを精度よく行うことができる。
【０１２５】
　（磁気記録媒体３に対するオフトラック方向の特定方法）
　次に、記録再生ヘッド９が追従するトラックＴｒ１に対してオフトラックである場合、
磁気記録再生装置４がそのオフトラック方向（すなわち、記録再生ヘッド９がトラックＴ
ｒ１の内周側にずれているのか、外周側にずれているのか）をどのように判定するかにつ
いて説明する。本実施形態に係る磁気記録媒体３には、図１に示すように、内周側のトラ
ックほど欠陥領域２の周方向位置が紙面右側（図１に示す矢印方向）になるように磁気記
録セル１が形成されている。
【０１２６】
　つまり、図１に示すように、磁気再生素子１１は、
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（１）再生トラックに隣接する外周側のトラックにおける磁気記録セル１のみからの信号
（第２の領域３２上を通過するときの信号；信号Ｓ１ｂに相当）
（２）再生トラックにおける欠陥領域２からの信号（欠陥領域２上を通過するときの信号
；信号Ｓ２ｃに相当）
（３）再生トラックに隣接する内周側のトラックにおける磁気記録セル１のみからの信号
（第１の領域３１上を通過するときの信号；信号Ｓ１ａに相当）
の順で検出する（但し、磁気再生素子１１は、各信号（１）～（３）の間に、その他の信
号を検出する場合もある）。
【０１２７】
　また、磁気記録媒体３の構成は上記構成に限らず、例えば磁気記録媒体３に、内周側の
トラックほど欠陥領域２の周方向位置が紙面左側（図１に示す矢印方向とは逆方向）にな
るように磁気記録セル１が形成されていてもよい。この場合、磁気再生素子１１は、
（１）再生トラックに隣接する内周側のトラックにおける磁気記録セル１のみからの信号
（２）再生トラックにおける欠陥領域２からの信号
（３）再生トラックに隣接する外周側のトラックにおける磁気記録セル１のみからの信号
の順で検出する（但し、上記同様、磁気再生素子１１は、各信号（１）～（３）の間に、
その他の信号を検出する場合もある）。
【０１２８】
　ここで、磁気記録再生装置４は、該磁気記録再生装置４に載置される磁気記録媒体３の
欠陥領域２の配置に関する配置情報を記憶している。つまり、磁気記録再生装置４は、配
置情報を参照することによって、磁気再生素子１１が上記どちらの順で信号を検出するの
かを判定する。そして、磁気記録再生装置４は、上述のように、信号（２）を再生トラッ
クにおける欠陥領域２からの検出信号であると判定すると、該信号（２）の次に検出され
る隣接するトラックからの磁気記録セル１のみからの信号を信号（３）であると判定する
。なお、磁気記録再生装置４が記憶している配置情報は、信号の検出順序を特定可能な情
報であれば、どのような情報であってもよい。
【０１２９】
　従って、磁気記録再生装置４は、上記判定により、記録再生ヘッド９が追従するトラッ
クに対してオフトラックであっても、該トラックから内周側にずれているのか、外周側に
ずれているのかを（すなわちオフトラック方向を）特定することができる。すなわち、磁
気記録媒体３では、磁気記録セル１が、複数のトラックにおいて、該磁気記録媒体３の中
心に向かって一定の周方向に欠陥領域２の周方向位置が異なるように形成されているため
、磁気記録再生装置４の信号検出に規則性を持たせることができる。これにより、磁気記
録媒体３は、記録再生ヘッド９にオフトラックが生じた場合であっても、該オフトラック
方向を磁気記録再生装置４に容易に特定させることができる。
【０１３０】
　（磁化検出幅Ｓｗ１について）
　なお、上述では、磁気再生素子１１の磁化検出幅Ｓｗ１は、トラックピッチをＴＰ１、
磁気記録セル１の直径をＣｗ１とすると、
　　Ｓｗ１＝２×ＴＰ１－Ｃｗ１／２
に設定されていたが、これに限られたものではない。すなわち、上記磁化検出幅Ｓｗ１は
、磁気再生素子１１が、再生トラックにおける磁気記録セル１の磁化を、該再生トラック
に隣接するトラックにおける磁気記録セル１の磁化と区別して検出することが可能な程度
の幅に設定されていればよい。しかしながら、磁化検出幅Ｓｗ１が、
　　Ｓｗ１≦２×ＴＰ１－Ｃｗ１
である場合、磁気再生素子１１は、再生トラックと隣接するトラックにおける磁気記録セ
ル１からの磁化検出（磁化情報検出）が困難になる。このため、磁化検出幅Ｓｗ１は、
　　Ｓｗ１＞２×ＴＰ１－Ｃｗ１
であることが望ましい。一方、磁化検出幅Ｓｗ１が、
　　Ｓｗ１≧２×ＴＰ１
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である場合、再生トラックから検出される信号振幅よりも、該再生トラックと隣接するト
ラックから検出される信号振幅の方が大きくなる可能性がある。このため、磁化検出幅Ｓ
ｗ１は、
　　Ｓｗ１＜２×ＴＰ１
であることが望ましい。
【０１３１】
　上述より、磁気再生素子１１の磁化検出幅Ｓｗ１は、
　　２×ＴＰ１－Ｃｗ１＜Ｓｗ１＜２×ＴＰ１　・・・（１）
と設定されていることが望ましい。このように、磁気再生素子１１の磁化検出幅Ｓｗ１を
式（１）となるように設定することで、磁気再生素子１１は、再生トラックにおける磁気
記録セル１からの信号を最も大きい信号として検出できる。また、磁気再生素子１１は、
第１の領域３１及び第２の領域３２における磁気記録セル１からの信号を、トラッキング
制御用の信号として確実に検出することができる。
【０１３２】
　従って、磁気記録再生装置４は、再生トラックに隣接するトラックにおける磁気記録セ
ル１からの信号を適切な大きさで検出することができるので、該信号がクロストークして
も、再生エラーを生じにくくすることができる。すなわち、磁気記録媒体３は、磁気記録
再生装置４に対して高精度なトラッキング制御を行わせることができる。
【０１３３】
　（磁気記録媒体３に対する記録方法）
　なお、上記磁気記録媒体３の構成により、磁気記録再生装置４は、該磁気記録媒体３へ
の記録時も再生時と同様の制御を行うことが可能である。具体的には、磁気記録再生装置
４は、磁気再生素子１１が磁気記録セル１から信号を検出すると上述のようなトラッキン
グ制御を行うと共に、磁気記録素子１０を制御することによって、所定の磁気記録セル１
への記録を行う。すなわち、磁気記録再生装置４は、トラッキング制御を行うことにより
、記録再生ヘッド９を所定の磁気記録セル１が形成されているトラック上にあわせると、
該磁気記録セル１の磁化方向を変更させるための磁界を磁気記録素子１０からタイミング
よく発生させることにより、該磁気記録セル１への記録を行う。
【０１３４】
　このとき、磁気記録再生装置４は、磁気再生素子１１が検出したトラッキング制御用の
信号（第１の領域３１又は第２の領域３２から検出した信号）をもとに、磁気記録素子１
０から磁界を発生させる（すなわち情報を記録する）タイミングを調整する。すなわち、
磁気記録再生装置４は、磁気再生素子１１が第１の領域３１を通過してから、磁気記録素
子１０が第１の領域３１を通過するまでの時間ｔ１、及び、磁気記録素子１０が磁気記録
セル１上を通過する周期ｔ２を求め、磁気記録素子１０から磁界を発生させるタイミング
を調整する。この磁界発生のタイミング調整は、磁気記録再生装置４の制御部４１に備え
られたタイミング調整手段（図示しない）が行う。
【０１３５】
　ここで、時間ｔ１は、
　　（磁気再生素子１１と磁気記録素子１０との周方向への距離）／（線速度ｖ１）
で与えられる。また、磁気記録再生装置４には、磁気再生素子１１と磁気記録素子１０と
の周方向への距離と、磁気記録媒体３が一定速度で回転するときの線速度ｖ１とが予め記
憶されている。よって、磁気記録再生装置４は、この周方向への距離と線速度ｖ１とを参
照することによって、時間ｔ１を決めることができる。なお、磁気記録再生装置４は、線
速度ｖ１を予め記憶している構成であるが、これに限らず、該線速度を計測する構成であ
ってもよい。
【０１３６】
　また、第１の領域３１からの信号を検出する地点から、第２の領域３２からの信号を検
出する地点までの周方向における距離は、同一トラック内で周方向において最も近接した
２つの磁気記録セル１の距離Ｐの２倍となっている。このため、同一トラック内において
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磁気記録セル１上を通過する周期ｔ２は、磁気記録再生装置４が第１の領域３１からの信
号を検出した後、第２の領域３２から信号を検出するまでの時間の半分となる。つまり、
磁気記録再生装置４は、第１の領域３１からの信号を検出してから、第２の領域３２の領
域３２からの信号を検出するまでの時間を計測し、その時間の１／２を周期ｔ２として求
める。
【０１３７】
　磁気記録再生装置４は、このようにして得られる時間ｔ１及び周期ｔ２に基づき、磁界
の発生タイミングを調整することができる。
【０１３８】
　なお、磁界発生のタイミング調整（タイミング調整手段）は、上記に限られるものでは
なく、例えば、再生を行っているトラック（本実施形態ではトラックＴｒ１）の磁気記録
セル１からの信号を磁気再生素子１１によって検出することによって、磁気記録素子１０
における磁界の発生タイミングを調整してもよい。この場合、磁気記録再生装置４は、再
生を行っているトラックの周期ｔ２をダイレクトに求めることが可能となり、上記の方法
で求められる時間ｔ１と合わせて磁界の発生タイミングを調整することが可能である。
【０１３９】
　（空間分解可能幅Ｓｔ１について）
　ここで、本実施形態に係る記録再生ヘッド９の磁気再生素子１１において、該磁気再生
素子１１の円周方向における空間分解可能幅をＳｔ１、任意のトラック（第１のトラック
）に形成された磁気記録セル１と、周方向において該磁気記録セル１と最も近接した、該
トラックと隣接したトラック（第２のトラック又は第３のトラック）に形成された磁気記
録セル１との距離をＤとするとき、Ｓｔ１＜Ｄであることが好ましい。なお、空間分解可
能幅Ｓｔ１とは、磁気再生素子１１が単一の磁気記録セル１上を通過したときに得られる
信号の半値幅（時間軸）をｔ１、通過時の線速度をｖ１としたとき、「ｔ１×ｖ１」で表
される値を指す。
【０１４０】
　上記関係の場合、磁気記録再生装置４は、トラッキング制御用の信号を検出するときに
、各々の磁気記録セル１からの検出信号を分離しやすくなるため、トラッキングエラーを
生じにくくすることができる。これは、この構成によれば、隣接する磁気記録セル１から
の信号に起因した検出信号の歪みが小さくなるためである。
【０１４１】
　（距離検出動作について）
　また、磁気記録再生装置４は、その初期動作（例えば、磁気記録再生装置４の起動）に
おいて、記録再生ヘッド９の磁気記録素子１０と磁気再生素子１１との半径方向における
距離を検出する距離検出動作を行うことが好ましい。磁気記録再生装置４の記録再生ヘッ
ド９には個体差があるため、該記録再生ヘッド９の磁気記録素子１０と磁気再生素子１１
との半径方向における距離についても、記録再生ヘッド９毎に異なる可能性が高い。
【０１４２】
　従って、磁気記録再生装置４の初期動作において上記距離を検出することにより、磁気
記録再生装置４は、この距離が所定の値（磁気記録素子１０と磁気再生素子１１との距離
が例えば０）とは異なる場合であっても、記録時に磁気記録素子１０がオフトラックにな
ること防ぐことができる。すなわち、磁気記録再生装置４は、記録再生ヘッド９の個体差
に起因した磁気記録素子１０のオフトラックによる記録エラー、及び記録エラーに伴う再
生エラーの増加を抑制することができる。ここで、上記距離を検出する場合の磁気記録再
生装置４の初期動作としては、例えば、以下の動作が考えられる。
【０１４３】
　まず、磁気記録再生装置４は、再生時にオントラックとなる記録再生ヘッド９の位置（
磁気記録媒体３の半径位置）における半径位置をｒ１として磁気記録再生装置４に記憶す
る。次に、磁気記録素子１０による記録動作と磁気再生素子１１による再生動作とを行い
、磁気再生素子１１が検出する再生信号から得られるエラーレートを記憶する。そして、
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磁気記録再生装置４は、上記記録動作、再生動作及びエラーレートの記憶動作を、記録再
生ヘッド９の半径位置毎に繰り返し行う。なお、磁気記録再生装置４は、再生信号のエラ
ーレートを記憶すると共に、このエラーレートに対応する、記録動作時の記録再生ヘッド
９の半径位置を記憶する。ただし、再生動作を行う際の記録再生ヘッドの半径位置は、ｒ
１である。
【０１４４】
　次に、磁気記録再生装置４は、記憶したエラーレートから最小のエラーレートを検出す
ることにより、該最小のエラーレートに対応する、記録動作時の記録再生ヘッド９の半径
位置ｒ２を決定する。すなわち、磁気記録再生装置４は、最小のエラーレートとなる上記
記録動作を行ったときの記録再生ヘッド９の半径位置ｒ２とし、決定した半径位置ｒ１、
ｒ２から、磁気記録素子１０と磁気再生素子１１との半径方向における距離を（ｒ１－ｒ
２）と決定する。
【０１４５】
　そして、磁気記録再生装置４は、決定した上記距離（ｒ１－ｒ２）を記憶しておくこと
により、磁気再生素子１１がこの距離分だけオフトラックした状態で、記録時のトラッキ
ング制御を行う。
【０１４６】
　以上のように、本実施形態に係る磁気記録媒体３は、複数のトラックのうちの注目する
１つのトラックを第１のトラックとし、該第１のトラックに隣接するトラックを第２のト
ラック及び第３のトラックとするとき、第２のトラックの磁気記録セル１が形成されてい
ない欠陥領域２と、第３のトラックに形成された磁気記録セル１とを含む第１の領域３１
、及び、第３のトラックの磁気記録セル１が形成されていない欠陥領域２と、第２のトラ
ックに形成された磁気記録セル１とを含む第２の領域３２、を少なくとも１組有する構成
である。
【０１４７】
　これにより、磁気記録媒体３は、磁気記録再生装置４に対して、データ記録領域内に欠
陥領域２を含む第１の領域３１及び第２の領域３２から検出させる信号をもとに第１のト
ラックに対する高精度なトラッキング制御を行わせることができる。よって、磁気記録媒
体３は、トラッキング制御用の信号検出のみのためのパターンを設ける必要がない。この
ため、磁気記録媒体３は、データ記録領域の記録容量をほとんど低下させることなく、磁
気記録再生装置４に記録再生ヘッド９の位置合わせを高精度に行わせることができる。
【０１４８】
　従って、磁気記録媒体３は、狭トラックピッチ及び高線記録密度であっても記録領域を
ほとんど低下させることなく、磁気記録再生装置４に対して、高精度にトラッキング制御
を行わせることができる。すなわち、磁気記録媒体３は、再生エラー及び記録エラーの少
ない磁気記録再生装置４を提供することが可能となる。
【０１４９】
　なお、図１に示す磁気記録媒体３は、各トラックに対して第１の領域３１及び第２の領
域３２の組み合わせを１組有する構成となっているが、これに限られたものではない。す
なわち、磁気記録媒体３は、各トラックに複数の欠陥領域２を形成する（すなわち各トラ
ックにおける欠陥領域２の出現頻度を任意に設定する）ことによって、各トラックに対し
て第１の領域３１及び第２の領域３２の組み合わせを複数有する構成であってもよい。
【０１５０】
　この場合、磁気記録再生装置４は、第１の領域３１及び第２の領域３２からの信号を高
頻度で検出することが可能になるため、オフトラックの検出頻度を高めることができる。
すなわち、磁気記録媒体３は、磁気記録再生装置４に対して高頻度にトラッキング制御を
行わせることができる。
【０１５１】
　また、磁気記録再生装置４に対して高頻度にトラッキング制御を行わせるために、磁気
記録媒体３に従来のサーボパターン又はアドレスパターンに相当する領域が形成されてい
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てもよい。この場合、磁気記録媒体３は、第１の領域３１及び第２の領域３２を少なくと
も１組有しているので、上記パターンに相当する領域として従来と同様の面積を有する領
域を形成する必要がない。このため、磁気記録媒体３にこれら領域が形成された場合であ
っても、該磁気記録媒体３は、記録容量の低下を抑制して、磁気記録再生装置４に対して
高頻度にトラッキング制御を行わせることができる。なお、磁気記録セル１は、情報を記
録可能なセルであって、トラッキングサーボ用としてだけ機能するものではない。
【０１５２】
　〔磁気記録媒体３の変形例１（磁気記録媒体３ａ）〕
　次に、本実施形態に係る磁気記録媒体３の変形例及びその記録再生方法について、図５
を用いて説明する。図５は、本実施形態に係る磁気記録媒体３の変形例及び検出される信
号波形を示すものであり、同図（ａ）は、本実施形態に係る磁気記録媒体３の変形例（磁
気記録媒体３ａ）の概略構成を示す図であり、同図（ｂ）は、同図（ａ）に示す磁気記録
媒体３ａのトラックＴｒ４に沿って信号を検出したときの検出信号の絶対値を示す図であ
る。なお、図５（ｂ）では、磁気記録再生装置４が図５（ａ）に示す磁気記録媒体３ａか
ら検出する信号のうち、特に信号Ｓ１ｅ～信号Ｓ１ｄの間の信号を示している。
【０１５３】
　磁気記録媒体３ａは、図５（ａ）に示すように、各トラックの欠陥領域２が形成される
周方向位置に規則性がなく、該欠陥領域２がランダムに形成された構成となっている点で
磁気記録媒体３の構成とは異なる。「各トラックの欠陥領域２が形成される周方向位置に
規則性がなく、該欠陥領域２がランダムに形成された構成」とは、磁気記録媒体３の構成
と異なり、各トラックに存在する欠陥領域２（すなわち第１の領域３１または第２の領域
３２）の周方向位置が半径方向に対して一定の周方向にずれた構成ではないことを指す。
その他、磁気記録媒体３ａの構成及び製造方法は上記磁気記録媒体３と同様であるので、
その説明については省略する。
【０１５４】
　磁気記録媒体３ａは、例えば図５（ａ）に示すトラックＴｒ４（すなわち記録再生ヘッ
ド９が追従するトラック；第１のトラック）に注目した場合、上記第１の領域３１には、
トラックＴｒ４と隣接する外周側のトラックＴｒ５（第２のトラック）に欠陥領域２ｅが
存在し、該トラックＴｒ４と隣接する内周側のトラックＴｒ６（第３のトラック）に磁気
記録セル１ｅが存在する。一方、上記第２の領域３２には、トラックＴｒ６に欠陥領域２
ｄが存在し、トラックＴｒ５に磁気記録セル１ｄが存在する。また、トラックＴｒ４には
欠陥領域２ｆが含まれている。そして、磁気記録媒体３ａは、トラックＴｒ４に対して上
記第１の領域３１及び第２の領域３２の組み合わせを１組有する構成となっている。
【０１５５】
　また、磁気記録媒体３ａは、磁気記録媒体３とは異なり、磁気記録セル１がランダムに
形成された構成となっているので、磁気記録再生装置４が記録再生ヘッド９のオフトラッ
クを検知した場合にそのオフトラック方向を特定することが困難な場合が想定される。こ
のため、磁気記録媒体３ａには、例えば各トラックを識別するための識別情報が記録され
たアドレスパターン等が作製されていてもよい。
【０１５６】
　磁気記録再生装置４は、この磁気記録媒体３ａに対する記録再生を行うときに、磁気再
生素子１１が磁気記録セル１の磁気情報を示す信号と識別情報とを検出する。そして、磁
気記録再生装置４は、磁気情報を示す信号の振幅と識別情報とから、第１の領域３１と第
２の領域３２とを特定すると共に、該両領域の出現順（両領域からの信号の検出順）を判
別し、該出現順を記憶する。これにより、磁気記録再生装置４は、上記磁気記録媒体３ａ
に対して記録再生を行う場合であっても、上記オフトラック方向を特定することができる
。
【０１５７】
　〔磁気記録媒体３ａの記録再生方法〕
　次に、磁気記録再生装置４が磁気記録媒体３ａに対して磁気情報を記録再生する方法に
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ついて説明する。なお、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３ａを再生する場合には、
磁気再生素子１１の磁化検出幅Ｓｗ１を、
　　Ｓｗ１＝２×ＴＰ１－Ｃｗ１／３
に設定しているものとする。つまり、このときの磁気再生素子１１の磁化検出幅Ｓｗ１は
、図５（ａ）に示すように、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１上を追従する場合、トラ
ックＴｒ５からトラックＴｒ１側に直径Ｃｗ１の６分の１だけずれた位置と、トラックＴ
ｒ６からトラックＴｒ４側に直径Ｃｗ１の６分の１だけずれた位置との間の距離となる。
また、磁気記録再生装置４の磁気再生素子１１は、該磁気記録再生装置４が磁気記録媒体
３を再生する場合と同様、図５（ａ）に示す磁気記録媒体３ａのトラックＴｒ４に沿って
、紙面右側の磁気記録セル１から左方向（図５（ａ）に示す矢印とは反対方向）に向かっ
て信号を検出する。
【０１５８】
　磁気再生素子１１は、トラックＴｒ４上を追従することにより、磁気記録セル１ｄ、１
ｅ等の該トラックＴｒ４に隣接したトラックＴｒ５、Ｔｒ６に形成された磁気記録セル１
と、該トラックＴｒ４に形成された磁気記録セル１とを交互に検出する。磁気記録媒体３
ａにおいても、トラックＴｒ４に隣接した内外周２つのトラックＴｒ５、６における磁気
記録セル１の周方向位置は等しい。このため、磁気記録媒体３と同様、磁気再生素子１１
は、例えばトラックＴｒ４に形成された磁気記録セル１を１つ検出した後、隣接した２つ
のトラックＴｒ５、Ｔｒ６における磁気記録セル１を２つ同時に検出することを繰り返す
ように信号を検出していく。
【０１５９】
　記録再生ヘッド９がトラックＴｒ４に対してオントラックである場合、図５（ｂ）に示
すように、磁気再生素子１１は、トラックＴｒ４における磁気記録セル１から最も大きな
振幅ｈ１の信号を検出する。また、磁気再生素子１１は、トラックＴｒ５、Ｔｒ６におけ
る２つの磁気記録セル１が同じ磁化方向である場合には、該磁気記録セル１から振幅ｈ２
の信号を検出する。なお、トラックＴｒ５、Ｔｒ６の２つの磁気記録セル１の磁化方向が
逆方向である場合には、該磁気記録セル１からの検出信号はゼロレベルとなる。
【０１６０】
　また、磁気再生素子１１は、トラックＴｒ４上を追従する場合に、トラックＴｒ５に欠
陥領域２ｅが存在し、トラックＴｒ６に磁気記録セル１ｅが存在する第１の領域３１上を
通過するとき、磁気記録セル１ｅから振幅ｈ３の信号Ｓ１ｅを検出する。一方、磁気再生
素子１１は、トラックＴｒ５に磁気記録セル１ｄが存在し、トラックＴｒ６に欠陥領域２
ｄが存在する第２の領域３２上を通過するとき、磁気記録セル１ｄから振幅ｈ３の信号Ｓ
１ｄを検出する。
【０１６１】
　なお、図５（ｂ）に示す符号Ｓ１ｄ及びＳ１ｅは、磁気再生素子１１がトラックＴｒ５
、Ｔｒ６に形成された磁気記録セル１ｄ、１ｅから検出する各信号を示す。また、図５（
ｂ）に示す符号Ｓ２ｆは、磁気再生素子１１がトラックＴｒ４における欠陥領域２ｆ上を
通過したときに検出する信号を示す。
【０１６２】
　このように、記録再生ヘッド９が追従するトラックＴｒ４に対してオントラックである
場合、磁気再生素子１１が検出する信号Ｓ１ｄと信号Ｓ１ｅとの振幅は等しくなる。従っ
て、この場合には、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３ａに対する記録再生ヘッド９
の半径位置を調整することなく、トラックＴｒ４に記録された情報の再生を行うことがで
きる。
【０１６３】
　また、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ４に対してオフトラックである場合、磁気記録
再生装置４は、磁気記録媒体３の場合と同様、磁気記録セル１ｄから検出される信号Ｓ１
ｄの振幅と、磁気記録セル１ｅから検出される信号Ｓ１ｅの振幅とが等しくなるように、
記録再生ヘッド９の半径位置を内周側または外周側に調整する。すなわち、磁気記録再生
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装置４は、上述のように、磁気再生素子１１によって検出される信号Ｓ１ｄと信号Ｓ１ｅ
との差分を算出し、該差分に対応する移動量分だけ記録再生ヘッド９を半径方向に移動さ
せる。
【０１６４】
　すなわち、磁気記録再生装置４は、信号Ｓ１ｄの振幅が信号Ｓ１ｅの振幅よりも大きい
場合には、記録再生ヘッド９が外周側にオフトラックしていると判断し、該記録再生ヘッ
ド９を内周側に移動させる。一方、磁気記録再生装置４は、信号Ｓ１ｄの振幅が信号Ｓ１
ｅの振幅よりも小さい場合には、記録再生ヘッド９が内周側にオフトラックしていると判
断し、該記録再生ヘッド９を外周側に移動させる。
【０１６５】
　つまり、磁気記録再生装置４は、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ４に対して僅かにオ
フトラックである場合であっても、トラックＴｒ４に対してオントラックになるようにフ
ィードバック制御を行うことが可能である。すなわち、磁気記録再生装置４は、フィード
バック制御を行うことにより、再生トラックに対するトラッキングを精度よく行うことが
できる。
【０１６６】
　また、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３の場合と同様、磁気再生素子１１が磁気
記録媒体３ａに形成された磁気記録セル１から検出する信号をもとに、該磁気記録媒体３
ａへの記録時も再生時と同様の制御を行うことが可能である。すなわち、磁気記録再生装
置４は、磁気記録媒体３ａに対する情報記録を行う場合にも、記録を行っているトラック
に対して精度よくトラッキングを行うことができる。
【０１６７】
　以上のように、磁気記録媒体３ａは、各トラックに存在する欠陥領域２（すなわち第１
の領域３１または第２の領域３２）がランダムに形成されているが、第１の領域３１と第
２の領域３２とを少なくとも１組有した構成となっている。このため、磁気記録媒体３ａ
は、磁気記録媒体３と同様、従来のようにデータ記憶領域に対して別途トラッキングサー
ボ用パターンのみの領域を設けることなく、磁気記録再生装置４にトラッキング制御を行
わせることができる。
【０１６８】
　従って、磁気記録媒体３ａは、パターンドメディアのような狭トラックピッチの磁気記
録媒体であっても、記録容量をほとんど低下させることなく、磁気記録再生装置４に対し
て高精度なトラッキング制御を行わせることができる。すなわち、磁気記録媒体３ａは、
再生エラー及び記録エラーのより少ない磁気記録再生装置４を提供することが可能となる
。
【０１６９】
　また、磁気記録媒体３と同様、磁気記録媒体３ａの各トラックに欠陥領域２が複数形成
されている場合には、磁気記録再生装置４は、第１の領域３１及び第２の領域３２からの
信号を高頻度で検出することとなるため、オフトラックの検出頻度を高めることができる
。
【０１７０】
　（磁気記録媒体３ａの変形例）
　なお、上記では、欠陥領域２がランダムに形成されている構成を有する磁気記録媒体３
ａを、図５（ａ）に示したが、これに限られたものではない。すなわち、磁気記録媒体３
ａは、図６に示すように、例えば任意のトラックにおいて欠陥領域２が周方向に２つ並ぶ
ように形成された構成であってもよい。図６は、本実施形態に係る磁気記録媒体３の変形
例（磁気記録媒体３ａ）の別の概略構成を示す図である。
【０１７１】
　図６に示す磁気記録媒体３ａは、例えばトラックＴｒ７（第１のトラック）に注目した
場合、上記第１の領域３１には、トラックＴｒ７と隣接する外周側のトラックＴｒ８（第
２のトラック）に欠陥領域２ｉが存在し、該トラックＴｒ７と隣接する内周側のトラック
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Ｔｒ９（第３のトラック）に磁気記録セル１ｉが存在する（図６に示す周方向位置Ｃ）。
一方、磁気記録媒体３ａは、上記第２の領域３２として、トラックＴｒ９に欠陥領域２ｇ
が存在し、トラックＴｒ８に磁気記録セル１ｇが存在する領域（図６に示す周方向位置Ａ
）と、トラックＴｒ９に欠陥領域２ｈが存在し、トラックＴｒ８に磁気記録セル１ｈが存
在する領域（図６に示す周方向位置Ｂ）との２つの領域を有している。また、トラックＴ
ｒ７には欠陥領域２ｊが含まれている。そして、図６に示す磁気記録媒体３ａにおいても
、トラックＴｒ７に対して上記第１の領域３１及び第２の領域３２の組み合わせを１組有
する構成となっている。
【０１７２】
　従って、磁気記録再生装置４は、図６に示す周方向位置Ａ及び／又はＢに存在する磁気
記録セル１ｇ、１ｈからの検出信号と、周方向位置Ｃに存在する磁気記録セル１ｉからの
検出信号との差分を求めることによって、上記と同様のトラッキング制御を行うことがで
きる。すなわち、磁気記録媒体３ａは、図６に示す構成であっても、上記と同様に磁気記
録再生装置４に対して高精度なトラッキング制御を行わせることができる。
【０１７３】
　〔磁気記録媒体３の変形例２（磁気記録媒体３ｂ）〕
　次に、本実施形態に係る磁気記録媒体３のさらなる変形例及びその記録再生方法につい
て、図７を用いて説明する。図７は、本実施形態に係る磁気記録媒体３のさらなる変形例
及び検出される信号波形を示すものであり、同図（ａ）は、本実施形態に係る磁気記録媒
体３のさらなる変形例（磁気記録媒体３ｂ）の概略構成を示す図であり、同図（ｂ）は、
同図（ａ）に示す磁気記録媒体３ｂのトラックＴｒ８に沿って信号を検出したときの検出
信号の絶対値を示す図である。なお、図７（ｂ）では、磁気記録再生装置４が図７（ａ）
に示す磁気記録媒体３ｂから検出する信号のうち、特に信号Ｓ１ｌ～信号Ｓ１ｋの間の信
号を示している。
【０１７４】
　磁気記録媒体３ｂは、各トラックに一列に配置された円柱状の磁気記録セル１を有して
いる。磁気記録媒体３ｂにおける磁気記録セル１は、所定のトラックピッチ（例えば４５
ｎｍ）で隣接するトラックに形成された磁気記録セル１と互い違いになるように配置され
ている。
【０１７５】
　また、磁気記録媒体３ｂは、例えば図７（ａ）に示すトラックＴｒ１０（第１のトラッ
ク）に注目した場合、上記第１の領域３１には、トラックＴｒ８と隣接する外周側のトラ
ックＴｒ１１（第２のトラック）に欠陥領域２ｋが存在し、該トラックＴｒ８と隣接する
内周側のトラックＴｒ１２（第３のトラック）に磁気記録セル１ｋが存在する。一方、上
記第２の領域３２には、トラックＴｒ１２に欠陥領域２ｌが存在し、トラックＴｒ１０に
磁気記録セル１ｌが存在する。また、トラックＴｒ１０には欠陥領域２ｍが含まれている
。そして、磁気記録媒体３ｂは、トラックＴｒ１０に対して上記第１の領域３１及び第２
の領域３２の組み合わせを１組有する構成となっている。
【０１７６】
　そして、磁気記録媒体３ｂは、図７（ａ）に示すように、内周側のトラックほど欠陥領
域２の周方向位置が（１×Ｐ＋Ｄ）だけ紙面右側（図７（ａ）に示す矢印方向）になるよ
うに磁気記録セル１が形成されている。なお、図７（ａ）に示す符号Ｄは、上述したよう
に、任意のトラックに形成された磁気記録セル１と、周方向において該磁気記録セル１と
最も近接した、該トラックと隣接したトラックに形成された磁気記録セル１との距離を示
すものであり、符号Ｐは、磁気記録セル１の周方向における２つの磁気記録セル１の距離
を示すものである。また、磁気記録媒体３ｂでは、上記距離ＤがＤ＝Ｐ／２となるように
磁気記録セル１が形成されている。その他、磁気記録媒体３ｂの構成及び製造方法は上記
磁気記録媒体３と同様であるので、その説明については省略する。
【０１７７】
　〔磁気記録媒体３ｂの記録再生方法〕
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　次に、磁気記録再生装置４が磁気記録媒体３ｂに対して磁気情報を記録再生する方法に
ついて説明する。
【０１７８】
　磁気再生素子１１は、トラックＴｒ１０上を追従することにより、磁気記録セル１ｋ、
１ｌ等の該トラックＴｒ１０に隣接したトラックＴｒ１１、Ｔｒ１２に形成された磁気記
録セル１と、該トラックＴｒ１０に形成された磁気記録セル１とを交互に検出する。磁気
記録媒体３ｂにおいても、トラックＴｒ１０に隣接した内外周２つのトラックＴｒ１１、
１２における磁気記録セル１の周方向位置は等しい。このため、磁気記録媒体３、３ａと
同様、磁気再生素子１１は、例えばトラックＴｒ１０に形成された磁気記録セル１を１つ
検出した後、隣接した２つのトラックＴｒ１１、Ｔｒ１２における磁気記録セル１を２つ
同時に検出することを繰り返すように信号を検出していく。なお、磁気記録再生装置４は
、磁気記録媒体３ｂを再生する場合には、磁気再生素子１１の磁化検出幅Ｓｗ１を、
　　Ｓｗ１＝２×ＴＰ１－Ｃｗ１／２
に設定しているものとする。
【０１７９】
　記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１０に対してオントラックである場合、図７（ｂ）に
示すように、磁気再生素子１１は、トラックＴｒ１０における磁気記録セル１から最も大
きな振幅ｈ１の信号を検出する。また、磁気再生素子１１は、トラックＴｒ１１、Ｔｒ１
２における２つの磁気記録セル１が同じ磁化方向である場合には、該磁気記録セル１から
振幅ｈ２の信号を検出する。なお、トラックＴｒ１１、Ｔｒ１２の２つの磁気記録セル１
の磁化方向が逆方向である場合には、該磁気記録セル１からの検出信号はゼロレベルとな
る。
【０１８０】
　また、磁気再生素子１１は、トラックＴｒ１０を追従する場合に、トラックＴｒ１１に
欠陥領域２ｋが存在し、トラックＴｒ１２に磁気記録セル１ｋが存在する第１の領域３１
上を通過するとき、磁気記録セル１ｋから振幅ｈ３の信号Ｓ１ｋを検出する。一方、磁気
再生素子１１は、トラックＴｒ１１に磁気記録セル１ｌが存在し、トラックＴｒ１２に欠
陥領域２ｌが存在する第２の領域３２上を通過するとき、磁気記録セル１ｌから振幅ｈ３
の信号Ｓ１ｌを検出する。
【０１８１】
　なお、図７（ｂ）に示す符号Ｓ１ｋ及びＳ１ｌは、磁気再生素子１１がトラックＴｒ１
１、Ｔｒ１２に形成された磁気記録セル１ｋ、１ｌから検出する各信号を示す。また、図
７（ｂ）に示す符号Ｓ２ｍは、磁気再生素子１１がトラックＴｒ１０における欠陥領域２
ｍ上を通過したときに検出する信号を示す。
【０１８２】
　このように、記録再生ヘッド９が走査するトラックＴｒ１０に対してオントラックであ
る場合、磁気再生素子１１が検出する信号Ｓ１ｋと信号Ｓ１ｌとの振幅は等しくなる。従
って、この場合には、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３ｂに対する記録再生ヘッド
９の半径位置を調整することなく、トラックＴｒ１０に記録された情報の再生を行うこと
ができる。
【０１８３】
　また、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１０に対してオフトラックである場合、磁気記
録再生装置４は、磁気記録媒体３、３ａの場合と同様、磁気記録セル１ｋから検出される
信号Ｓ１ｋの振幅と、磁気記録セル１ｌから検出される信号Ｓ１ｌの振幅とが等しくなる
ように、記録再生ヘッド９の半径位置を内周側または外周側に調整する。すなわち、磁気
記録再生装置４は、上述のように、磁気再生素子１１によって検出される信号Ｓ１ｋと信
号Ｓ１ｌとの差分を算出し、該差分に対応する移動量分だけ記録再生ヘッド９を半径方向
に移動させる。
【０１８４】
　すなわち、磁気記録再生装置４は、信号Ｓ１ｋの振幅が信号Ｓ１ｌの振幅よりも大きい
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場合には、記録再生ヘッド９が外周側にオフトラックしていると判断し、該記録再生ヘッ
ド９を内周側に移動させる。一方、磁気記録再生装置４は、信号Ｓ１ｋの振幅が信号Ｓ１
ｌの振幅よりも小さい場合には、記録再生ヘッド９が内周側にオフトラックしていると判
断し、該記録再生ヘッド９を外周側に移動させる。
【０１８５】
　つまり、磁気記録再生装置４は、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１０に対して僅かに
オフトラックである場合であっても、該トラックＴｒ１０に対してオントラックになるよ
うにフィードバック制御を行うことが可能である。すなわち、磁気記録再生装置４は、フ
ィードバック制御を行うことにより、再生トラックに対するトラッキングを精度よく行う
ことができる。
【０１８６】
　また、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３、３ａの場合と同様、磁気再生素子１１
が磁気記録媒体３ｂに形成された磁気記録セル１から検出する信号をもとに、該磁気記録
媒体３ｂへの記録時も再生時と同様の制御を行うことが可能である。すなわち、磁気記録
再生装置４は、磁気記録媒体３ｂに対する情報記録を行う場合にも、記録を行っているト
ラックに対して精度よくトラッキングを行うことができる。
【０１８７】
　（磁気記録媒体３ｂに対するオフトラック方向の特定方法）
　次に、記録再生ヘッド９が追従するトラックＴｒ１０に対してオフトラックである場合
、磁気記録再生装置４がそのオフトラック方向をどのように判定するかについて説明する
。
【０１８８】
　上述のように、磁気記録媒体３ｂは、各トラックに存在する欠陥領域２（すなわち第１
の領域３１または第２の領域３２）の周方向位置が、該磁気記録媒体３の半径方向に対し
て一定の周方向にずれている構成である。さらに、磁気記録媒体３ｂは、内周側のトラッ
クほど欠陥領域２の周方向位置が（１×Ｐ＋Ｄ）だけ紙面右側になるように磁気記録セル
１が形成されている。
【０１８９】
　つまり、図７（ａ）に示すように、磁気再生素子１１は、
（１）再生トラックに隣接する外周側のトラックにおける磁気記録セル１のみからの信号
（第２の領域３２上を通過するときの信号；信号Ｓ１ｌに相当）
（２）再生トラックにおける欠陥領域２からの信号（欠陥領域２上を通過するときの信号
；信号Ｓ２ｍに相当）
（３）再生トラックに隣接する内周側のトラックにおける磁気記録セル１のみからの信号
（第１の領域３１上を通過するときの信号；信号Ｓ１ｋに相当）
の順で検出する（但し、上記同様、磁気再生素子１１は、各信号（１）～（３）の間に、
その他の信号を検出する場合もある）。さらに、磁気再生素子１１は、磁気記録媒体３ｂ
の構成により、該磁気記録媒体３ｂの上記トラックにおいて、信号（１）を検出した後、
信号（２）及び信号（３）を等しいタイミングで（等しい時間間隔で）検出する。つまり
、磁気記録再生装置４において、再生トラックがどのトラックであっても、該トラックに
おける信号（１）～（３）の検出順序、及び上記検出タイミングが等しくなる。
【０１９０】
　上述のように、磁気記録再生装置４は、上記予め設定された信号振幅を参照することに
よって、再生トラックからの検出信号であるか否かを判定する。そして、磁気記録再生装
置４は、信号（２）を再生トラックにおける欠陥領域２からの検出信号であると判定する
ことによって、信号（３）を特定する。すなわち、磁気記録再生装置４は、信号（２）を
基準として信号（１）と信号（３）とを判別することができる。
【０１９１】
　以上のように、磁気記録媒体３ｂの構成により、磁気記録再生装置４は、該磁気記録媒
体３ｂのどのトラックに記録再生を行う場合であっても、信号（１）～（３）を上記順序
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で、かつ等しいタイミングで検出する。従って、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３
ｂに対して記録再生を行う場合には、信号（１）及び信号（３）以外の信号（すなわち誤
った信号）でトラッキング制御を行うといった誤動作を抑制することができる。すなわち
、磁気記録媒体３ｂは、磁気記録再生装置４に対してより高精度なトラッキング制御を行
わせることができる。
【０１９２】
　なお、磁気記録媒体３ｂは、内周側のトラックほど欠陥領域２の周方向位置が（１×Ｐ
＋Ｄ）だけ紙面右側になるように磁気記録セル１が形成されていたが、これに限らず、紙
面左側（図７（ａ）の矢印方向とは逆方向）になるように該磁気記録セル１が形成されて
いてもよい。また、磁気記録媒体３ｂは、上記構成に限らず、ｎを０以上の整数（ｎ＝０
、１、２、・・・）とするとき、内周側のトラックほど欠陥領域２の周方向位置が（ｎ×
Ｐ＋Ｄ）だけ紙面右側になるように該磁気記録セル１が形成されていてもよい。但し、こ
のときのｎは一定の値とする。
【０１９３】
　さらに、磁気記録媒体３ｂは、ｍを自然数（ｍ＝１、２、・・・）とするとき、内周側
のトラックほど欠陥領域２の周方向位置が（ｍ×Ｐ－Ｄ）だけ紙面右側になるように該磁
気記録セル１が形成されていてもよい。すなわち、磁気記録媒体３において、２つの欠陥
領域２の周方向位置における距離を（ｍ×Ｐ－Ｄ）となるように、該欠陥領域２が形成さ
れていてもよい。
【０１９４】
　この場合、ｎが０以上の整数（ｎ＝０、１、２、・・・）、ｍが自然数（ｍ＝１，２，
３，・・・）であるので、２つの欠陥領域２の周方向位置間の距離である上記（ｎ×Ｐ＋
Ｄ）及び（ｍ×Ｐ－Ｄ）は、
　　Ｐ／２（ｎ＝０、ｍ＝１）、３Ｐ／２（ｎ＝１、ｍ＝２）、５Ｐ／２（ｎ＝２、ｍ＝
３）、・・・
となり等しい値を示す。
【０１９５】
　ここで、上記では距離ＤがＤ＝Ｐ／２となるように磁気記録セル１が形成されているが
、これに限らず、Ｄ＜Ｐ／２（Ｄ＞０）となるように該磁気記録セル１が形成されてもよ
い。なお、距離Ｄは、上述のように、任意のトラックに形成された磁気記録セル１と、周
方向において該磁気記録セル１と最も近接した、該トラックと隣接したトラックに形成さ
れた磁気記録セル１との距離であるので、距離ＤがＤ＞Ｐ／２となることはない。
【０１９６】
　この場合、上述のように、上記（ｎ×Ｐ＋Ｄ）及び（ｍ×Ｐ－Ｄ）の値が等しくなるこ
とはない、しかしながら、この場合であっても、磁気記録媒体３ｂにおいて、内周側のト
ラックほど欠陥領域２の周方向位置が、
　　（ｎ×Ｐ＋Ｄ）又は（ｍ×Ｐ－Ｄ）で示される分だけ（但し、ｎ、ｍは一定の値）
紙面左側又は紙面右側になるように磁気記録セル１が形成されることとなる。
【０１９７】
　従って、磁気記録媒体３ｂにおいて、Ｄ＜Ｐ／２となるように磁気記録セル１が形成さ
れている場合であっても、該磁気記録媒体３ｂは、Ｄ＝Ｐ／２の場合と同様、磁気記録再
生装置４に対してより高精度なトラッキング制御を行わせることができる。
【０１９８】
　〔実施形態２〕
　本発明の他の実施形態について図８～図１１に基づいて説明すると以下の通りである。
なお、実施形態１と同一の機能を有する部材については、同一の符号を付記し、その説明
は省略する。
【０１９９】
　〔磁気記録媒体３ｃの概略構成及び製造方法〕
　本実施形態に係る磁気記録媒体３ｃは、実施形態１に係る磁気記録媒体３ｂの構成にお
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いて、所定のトラックピッチを５０ｎｍとし、内周側のトラックほど欠陥領域２の周方向
位置が距離Ｄだけ紙面右側（図８（ａ）に示す矢印方向）になるように磁気記録セル１が
形成された場合の構成である。すなわち、磁気記録媒体３ｃは、上記磁気記録媒体３ｂに
おいて、隣接する２つのトラックにおける周方向に隣り合う２つの欠陥領域２の距離を（
ｎ×Ｐ＋Ｄ）と表すときｎ＝０（（ｍ×Ｐ－Ｄ）と表すときｍ＝１）となる場合の構成で
ある。また、この磁気記録媒体３ｃに対して磁気記録再生装置４が記録再生を行う場合、
該磁気記録再生装置４が検出する信号波形が実施形態１に係る磁気記録媒体３、３ａ、３
ｂの場合とは異なる。
【０２００】
　なお、図８は、本実施形態に係る磁気記録媒体３ｃの概略構成及び検出される信号波形
を示すものであり、同図（ａ）は、本実施形態に係る磁気記録媒体３ｃの概略構成を示す
図であり、同図（ｂ）は、同図（ａ）に示す磁気記録媒体３ｃのトラックＴｒ１３に沿っ
て信号を検出したときの検出信号の絶対値を示す図である。なお、図８（ｂ）では、磁気
記録再生装置４が図７（ａ）に示す磁気記録媒体３ｃから検出する信号のうち、特に信号
Ｓ１ｏ～信号Ｓ１ｎの間の信号を示している。
【０２０１】
　磁気記録媒体３ｃは、各トラックに一列に配置された円柱状の磁気記録セル１を有して
いる。磁気記録媒体３ｃにおける磁気記録セル１は、所定のトラックピッチ（例えば５０
ｎｍ）で隣接するトラックに形成された磁気記録セル１と互い違いになるように配置され
ている。
【０２０２】
　また、磁気記録媒体３ｃは、例えば図８（ａ）に示すトラックＴｒ１３（第１のトラッ
ク）に注目した場合、上記第１の領域３１には、トラックＴｒ１３と隣接する外周側のト
ラックＴｒ１４（第２のトラック）に欠陥領域２ｎが存在し、該トラックＴｒ１３と隣接
する内周側のトラックＴｒ１５（第３のトラック）に磁気記録セル１ｎが存在する。一方
、上記第２の領域３２には、トラックＴｒ１３に欠陥領域２ｏが存在し、トラックＴｒ１
４に磁気記録セル１ｏが存在する。また、トラックＴｒ１３には欠陥領域２ｐが含まれて
いる。そして、磁気記録媒体３ｃは、トラックＴｒ１３に対して上記第１の領域３１及び
第２の領域３２の組み合わせを１組有する構成となっている。
【０２０３】
　そして、磁気記録媒体３ｃは、図８（ａ）に示すように、内周側のトラックほど欠陥領
域２の周方向位置が距離Ｄだけ紙面右側（図８（ａ）に示す矢印方向）になるように磁気
記録セル１が形成されている。なお、磁気記録媒体３ｃでは、上記距離ＤがＤ＝Ｐ／２と
なるように磁気記録セル１が形成されている。その他、磁気記録媒体３ｃの構成及び製造
方法は上記磁気記録媒体３ｂと同様であるので、その説明については省略する。
【０２０４】
　〔磁気記録媒体３ｃの記録再生方法〕
　次に、磁気記録再生装置４が磁気記録媒体３ｃに対して磁気情報を記録再生する方法に
ついて説明する。
【０２０５】
　磁気再生素子１１は、トラックＴｒ１３上を追従することにより、磁気記録セル１ｏ、
１ｎ等の該トラックＴｒ１３に隣接したトラックＴｒ１４、Ｔｒ１５に形成された磁気記
録セル１と、該トラックＴｒ１３に形成された磁気記録セル１とを交互に検出する。磁気
記録媒体３ｃにおいても、トラックＴｒ１３に隣接した内外周２つのトラックＴｒ１４、
１５における磁気記録セル１の周方向位置は等しい。このため、実施形態１に係る磁気記
録媒体３、３ａ、３ｂと同様、磁気再生素子１１は、例えばトラックＴｒ１３に形成され
た磁気記録セル１を１つ検出した後、隣接した２つのトラックＴｒ１４、Ｔｒ１５におけ
る磁気記録セル１を２つ同時に検出することを繰り返すように信号を検出していく。なお
、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３ｃを再生する場合には、磁気再生素子１１の磁
化検出幅Ｓｗ１を、
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　　Ｓｗ１＝２×ＴＰ１－Ｃｗ１／２
に設定しているものとする。
【０２０６】
　記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１３に対してオントラックである場合、図８（ｂ）に
示すように、磁気再生素子１１は、トラックＴｒ１４に欠陥領域２ｎが存在し、トラック
Ｔｒ１５に磁気記録セル１ｎが存在する第１の領域３１上を通過するとき、磁気記録セル
１ｎから振幅ｈ３の信号Ｓ１ｎを検出する。一方、磁気再生素子１１は、トラックＴｒ１
４に磁気記録セル１ｏが存在し、トラックＴｒ１５に欠陥領域２ｏが存在する第２の領域
３２上を通過するとき、磁気記録セル１ｏから振幅ｈ３の信号Ｓ１ｏを検出する。
【０２０７】
　このように、記録再生ヘッド９が追従するトラックＴｒ１３に対してオントラックであ
る場合、磁気再生素子１１が検出する信号Ｓ１ｎと信号Ｓ１ｏとの振幅は等しくなる。従
って、この場合には、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３ｃに対する記録再生ヘッド
９の半径位置を調整することなく、トラックＴｒ１３に記録された情報の再生を行うこと
ができる。
【０２０８】
　なお、図８（ｂ）に示す符号Ｓ１ｎ及びＳ１ｏは、磁気再生素子１１がトラックＴｒ１
４、Ｔｒ１５に形成された磁気記録セル１ｎ、１ｏから検出する各信号を示す。また、図
８（ｂ）に示す符号Ｓ２ｐは、磁気再生素子１１がトラックＴｒ１３における欠陥領域２
ｐ上を通過したときに検出する信号を示す。
【０２０９】
　また、図８（ｂ）には示されていないが、実施形態１と同様、磁気再生素子１１は、ト
ラックＴｒ１３における磁気記録セル１から最も大きな振幅ｈ１の信号を検出する。また
磁気再生素子１１は、トラックＴｒ１４、Ｔｒ１５における２つの磁気記録セル１が同じ
磁化方向である場合には、該磁気記録セル１から振幅ｈ２の信号を検出する。なお、トラ
ックＴｒ１４、Ｔｒ１５の２つの磁気記録セル１の磁化方向が逆方向である場合には、該
磁気記録セル１からの検出信号はゼロレベルとなる。
【０２１０】
　また、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１３に対してオフトラックである場合、磁気記
録再生装置４は、実施形態１に係る磁気記録媒体３、３ａ、３ｂの場合と同様、磁気記録
セル１ｎから検出される信号Ｓ１ｎの振幅と、磁気記録セル１ｏから検出される信号Ｓ１
ｏの振幅とが等しくなるように、記録再生ヘッド９の半径位置を内周側または外周側に調
整する。すなわち、磁気記録再生装置４は、磁気再生素子１１によって検出される信号Ｓ
１ｎと信号Ｓ１ｏとの差分を算出し、該差分に対応する移動量分だけ記録再生ヘッド９を
半径方向に移動させる。
【０２１１】
　すなわち、磁気記録再生装置４は、信号Ｓ１ｎの振幅が信号Ｓ１ｏの振幅よりも大きい
場合には、記録再生ヘッド９が外周側にオフトラックしていると判断し、該記録再生ヘッ
ド９を内周側に移動させる。一方、磁気記録再生装置４は、信号Ｓ１ｎの振幅が信号Ｓ１
ｏの振幅よりも小さい場合には、記録再生ヘッド９が内周側にオフトラックしていると判
断し、該記録再生ヘッド９を外周側に移動させる。
【０２１２】
　つまり、磁気記録再生装置４は、記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１３に対して僅かに
オフトラックである場合であっても、トラックＴｒ１３に対してオントラックになるよう
にフィードバック制御を行うことが可能である。すなわち、磁気記録再生装置４は、フィ
ードバック制御を行うことにより、再生トラックに対するトラッキングを精度よく行うこ
とができる。
【０２１３】
　また、磁気記録再生装置４は、実施形態１の場合と同様、磁気再生素子１１が磁気記録
媒体３ｃに形成された磁気記録セル１から検出する信号をもとに、該磁気記録媒体３ｃへ
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の記録時も再生時と同様の制御を行うことが可能である。すなわち、磁気記録再生装置４
は、磁気記録媒体３ｃに対する情報記録を行う場合にも、記録を行っているトラックに対
して精度よくトラッキングを行うことができる。
【０２１４】
　（磁気記録媒体３ｃに対するオフトラック方向の特定方法）
　次に、記録再生ヘッド９が走査するトラックＴｒ１３に対してオフトラックである場合
、磁気記録再生装置４がそのオフトラック方向をどのように判定するかについて説明する
。
【０２１５】
　上述のように、磁気記録媒体３ｃは、各トラックに存在する欠陥領域２（すなわち第１
の領域３１または第２の領域３２）の周方向位置が、該磁気記録媒体３の半径方向に対し
て一定の周方向にずれている構成である。さらに、磁気記録媒体３ｃは、内周側のトラッ
クほど欠陥領域２の周方向位置が距離Ｄだけ紙面右側になるように磁気記録セル１が形成
されている。
【０２１６】
　つまり、図８（ａ）に示すように、磁気再生素子１１は、
（１）再生トラックに隣接する外周側のトラックにおける磁気記録セル１のみからの信号
（第２の領域３２上を通過するときの信号；信号Ｓ１ｏに相当）
（２）再生トラックにおける欠陥領域２からの信号（欠陥領域２上を通過するときの信号
；信号Ｓ２ｐに相当）
（３）再生トラックに隣接する内周側のトラックにおける磁気記録セル１のみからの信号
（第１の領域３１上を通過するときの信号；信号Ｓ１ｎに相当）
の順で検出する。さらに、磁気再生素子１１は、磁気記録媒体３ｃの構成により、該磁気
記録媒体３ｃの上記トラックにおいて、信号（１）を検出した後、信号（２）及び信号（
３）を等しいタイミングで検出する。つまり、磁気記録再生装置４において、再生トラッ
クがどのトラックであっても、該トラックにおける信号（１）～（３）の検出順序、及び
上記検出タイミングが等しくなる。
【０２１７】
　さらに、磁気記録媒体３ｃは、磁気記録媒体３ｂにおいてｎ＝０（すなわち、隣接する
２つのトラックにおける最近接の欠陥領域２の距離が距離Ｄ）とした構成であるので、磁
気記録再生装置４は、上記信号（１）～（３）を連続して検出することができる。つまり
、磁気記録再生装置４は、実施形態１に係る磁気記録媒体３、３ａ、３ｂに対して記録再
生を行う場合に比べて、上記差分を求めるまでの時間（すなわち、記録再生ヘッド９の移
動制御を行うか否かの判定するまでの時間、該移動制御を行うまでの時間等）を短縮する
ことができる。
【０２１８】
　以上のように、磁気記録媒体３ｃの構成により、磁気記録再生装置４は、該磁気記録媒
体３ｃのどのトラックに記録再生を行う場合であっても、信号（１）～（３）を上記順序
で、かつ等しいタイミングで検出すると共に、信号（１）～（３）を連続して検出する。
従って、磁気記録再生装置４は、磁気記録媒体３ｃに対して記録再生を行う場合、信号（
２）の直前又は直後に検出する信号を信号（１）又は信号（３）であると特定することが
できる。このため、磁気記録再生装置４は、信号（１）及び信号（３）以外の信号（すな
わち誤った信号）でトラッキング制御を行うといった誤動作を確実に抑制することができ
る。すなわち、磁気記録媒体３ｃは、磁気記録再生装置４に対してより高精度なトラッキ
ング制御を行わせることができる。
【０２１９】
　なお、磁気記録再生装置４に対して高頻度にトラッキング制御を行わせるために、実施
形態１と同様、磁気記録媒体３ｃに従来のサーボパターン又はアドレスパターンに相当す
る領域が形成されていてもよい。
【０２２０】
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　また、磁気記録再生装置４に対して高頻度にトラッキング制御を行わせるために、実施
形態１と同様、磁気記録媒体３ｃは、各トラックに対して第１の領域３１及び第２の領域
３２の組み合わせを複数有する構成となっていてもよい。
【０２２１】
　例えば図９に示すように、磁気記録媒体３ｃは、周方向において、欠陥領域２を含む第
１の磁気記録セル群１３と欠陥領域２を含まない（すなわち磁気記録セル１だけで構成さ
れた）第２の磁気記録セル群１４とが交互に形成されていてもよい。この場合、磁気記録
媒体３ｃは、各トラックに対して第１の領域３１及び第２の領域３２の組み合わせを複数
有する構成となるので、該第１の領域３１及び第２の領域３２からの信号を高頻度で検出
することができ、オフトラックの検出頻度を高めることができる。また、磁気記録媒体３
ｃは、第２の磁気記録セル群１４の周方向の幅が任意に設定されることにより、上記組み
合わせの数を適宜変更することができる。なお、図９は、第１の磁気記録セル群１３と第
２の磁気記録セル群１４とが交互に形成された、本実施形態に係る磁気記録媒体３ｃの変
形例の概略構成を示す図である。
【０２２２】
　さらに、図９に示す磁気記録媒体３ｃには、図１０に示すように、複数の磁気記録セル
１をセクタに分けるためのセクタ分離パターン１５が設けられていてもよい。セクタ分離
パターン１５は、第１の磁気記録セル群１３と第２の磁気記録セル群１４との間に設けら
れていても、任意の周方向位置に設けられていてもよい。さらに、セクタ分離パターン１
５は、図９に示す磁気記録媒体３ｃだけでなく、図８に示す磁気記録媒体３ｃ、及び実施
形態１に係る磁気記録媒体３、３ａ、３ｂに設けられていてもよい。なお、図１０は、図
９に示す磁気記録媒体３ｃにセクタ分離パターン１５が形成された、本実施形態に係る磁
気記録媒体３ｃのさらなる変形例の概略構成を示す図である。
【０２２３】
　〔磁気記録媒体３ｃの変形例２（磁気記録媒体３ｄ）〕
　次に、本実施形態に係る磁気記録媒体３ｃの変形例ついて、図１１を用いて説明する。
図１１（ａ）～図１１（ｃ）は、本実施形態に係る磁気記録媒体３ｃのさらなる変形例を
示す図である。
【０２２４】
　図１１（ａ）に示す磁気記録媒体３ｄは、内周側のトラックほど欠陥領域２の周方向位
置が距離Ｄ（上記ｎ×Ｐ＋Ｄにおいてｎ＝０の場合）だけ紙面左側（図１１（ａ）に示す
矢印方向と逆方向）になるように磁気記録セル１が形成されている。なお、磁気記録媒体
３ｄは、上述の距離ＤがＤ＝Ｐ／３となるように磁気記録セル１（又は欠陥領域２）が形
成されている。磁気記録媒体３ｄの構成であっても、磁気記録媒体３ｃと同様、磁気記録
再生装置４に対してより高精度なトラッキング制御を行わせることができる。
【０２２５】
　図１１（ｂ）に示す磁気記録媒体３ｅは、内周側のトラックほど欠陥領域２の周方向位
置がＤ（上記ｎ×Ｐ＋Ｄにおいてｎ＝０の場合）だけ紙面右側（図１１（ｂ）に示す矢印
方向）になるように磁気記録セル１が形成されている。また、磁気記録媒体３ｅは、各ト
ラックにおいて２つの欠陥領域２の間に磁気記録セル１が１つ形成された構成となってい
る。
【０２２６】
　磁気記録媒体３ｅは、上述の距離ＤがＤ＝Ｐ／３となるように磁気記録セル１（又は欠
陥領域２）が形成されている。すなわち、磁気記録媒体３ｅにおいて、各トラックにおけ
る２つの欠陥領域２のうち、例えば紙面左側の欠陥領域２に注目すると、内周側のトラッ
クほど欠陥領域２の周方向位置が２Ｐ／３（ｍ×Ｐ－Ｄにおいてｍ＝１の場合）だけ紙面
右側になるように磁気記録セル１が形成されている。上記紙面左側の欠陥領域２とは、記
録再生ヘッド９が先に追従する欠陥領域２を指す。なお、紙面右側の欠陥領域２について
も紙面左側の欠陥領域２と同様の配置となっている。
【０２２７】
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　磁気記録媒体３ｅの構成であっても、磁気記録媒体３ｃと同様、磁気記録再生装置４に
対してより高精度なトラッキング制御を行わせることができる。また、磁気記録媒体３ｅ
は、各トラックに対して第１の領域３１及び第２の領域３２の組み合わせを複数有してい
るので、該両領域からの信号を高頻度で検出することができ、オフトラックの検出頻度を
高めることができる。すなわち、磁気記録媒体３ｅは、磁気記録再生装置４に対して高頻
度にトラッキング制御を行わせることができる。
【０２２８】
　図１１（ｃ）に示す磁気記録媒体３ｆは、内周側のトラックほど欠陥領域２の周方向位
置が距離Ｄだけ紙面右側（図１１（ｃ）に示す矢印方向）になるように磁気記録セル１が
形成されている。また、磁気記録媒体３ｆは、各トラックにおける欠陥領域２が２つ連続
するように磁気記録媒体３が形成された構成となっている。
【０２２９】
　磁気記録媒体３ｆは、各トラックに対して第１の領域３１及び第２の領域３２の組み合
わせを複数有しているので、磁気記録媒体３ｅと同様、該両領域からの信号を高頻度で検
出することができ、オフトラックの検出頻度を高めることができる。すなわち、磁気記録
媒体３ｆについても、磁気記録再生装置４に対して高頻度にトラッキング制御を行わせる
ことができる。
【０２３０】
　なお、例えば磁気記録媒体３ｅの各トラックにおいて、２つの欠陥領域２の間に形成さ
れる磁気記録セル１の個数を変更することによって、磁気記録再生装置４に各トラックを
識別させることも可能となる。
【０２３１】
　また、実施形態１に係る磁気記録媒体３～３ｂ、本実施形態に係る磁気記録媒体３ｃ～
３ｆにおいて、欠陥領域２の個数及び配置方法を変更することによって、磁気記録再生装
置４に再生を行っているトラックを識別させたり、該欠陥領域２の周方向位置を特定させ
ることも可能となる。
【０２３２】
　さらに、本発明は、実施形態１、２に係る磁気記録媒体３～３ｆ及び磁気記録再生装置
４の構成に限らず、例えば誘電体記録媒体及び誘電体記録再生装置についても同様に提供
することができる。この場合、記録媒体としては誘電体記録セルを備えた誘電体記録媒体
を用いればよく、記録再生装置は、分極方向を検出する素子（再生素子）及び分極方向を
変化させる素子（記録素子）を備えた記録再生ヘッドを具備していればよい。
【０２３３】
　〔実施形態３〕
　本発明の他の実施形態について図１２～図１６に基づいて説明すると以下の通りである
。なお、実施形態１及び２と同一の機能を有する部材については、同一の符号を付記し、
その説明は省略する。
【０２３４】
　〔光記録再生装置１７の概略構成〕
　図１２は、本発明に係る光記録媒体（情報記録媒体）１６に対して記録再生を行う光記
録再生装置１７の概略構成を示す図である。光記録再生装置１７は、図１２に示すように
、サスペンション５と、スピンドル６と、ボイスコイルモーター７と、ランプ機構８と、
記録再生ヘッド１８とを備えている。また、図１２では、光記録再生装置１７は、光記録
媒体１６を備えた構成となっている。光記録再生装置１７は、サスペンション５に備えら
れた記録再生ヘッド９の代わりに記録再生ヘッド１８が備えられていること、及び光記録
媒体１６に対して光情報を記録再生する点で磁気記録再生装置４とは異なる。
【０２３５】
　スピンドル６は、磁気記録再生装置４と同様、光記録再生装置１７が光記録媒体１６に
情報の記録再生を行うときに、光記録媒体１６を反時計周り（図１１の矢印方向）に回転
させるものである。なお、光記録媒体１６の中心部にはスピンドル６と嵌合可能なように
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穴部が形成されている。
【０２３６】
　また、サスペンション５は、該サスペンション５に備えられた記録再生ヘッド１８を光
記録媒体１６の半径方向に移動させるボイスコイルモーター７に固定され、その反対側の
先端に、光記録媒体１６に対して情報の記録再生を行う記録再生ヘッド１８を備えている
。すなわち、記録再生ヘッド１８は、ボイスコイルモーター７の作動に応じて、光記録媒
体１６に対する半径位置を変更させることができる。さらに、ランプ機構８は、光記録媒
体１６に情報の記録再生を行わないときに、記録再生ヘッド１８が退避する場所である。
【０２３７】
　次に、図１３を用いて、記録再生ヘッド１８の概略構成について説明する。図１３は、
記録再生ヘッド１８の概略構成を示す図である。
【０２３８】
　図１３に示すように、記録再生ヘッド１８は、受光素子１９及び近接場光発生部（発光
素子）２０を備えている。受光素子１９は、光記録媒体１６に記録された情報を再生する
ときに、光記録セル（情報記録セル）２５からの散乱光を受光するものである。また、受
光素子１９は、トラッキング制御用の信号を検出する。
【０２３９】
　近接場光発生部２０は、半導体レーザ光源２４（図１４（ａ）にて図示）から光が照射
されることによって、近接場光を発生させるものである。具体的には、近接場光発生部２
０は、微小開口部２１を備えており、半導体レーザ光源２４から出射された光が該微小開
口部２１に照射されることにより、微小開口部２１付近に近接場光を発生させる。なお、
近接場光とは、物質に光を照射したときに物質表面に生じる光であって、伝播せず物質表
面のごく限られた近傍にのみ局在する光である。
【０２４０】
　また、受光素子１９と近接場光発生部２０との光記録媒体１６から見た円周方向におけ
る位置関係は、記録再生ヘッド１８が回転する光記録媒体１６の任意の位置を通過すると
き、この任意の位置上を受光素子１９が先に通過し、近接場光発生部２０がその後に通過
するような位置関係となっている。
【０２４１】
　なお、本実施形態に係る記録再生ヘッド１８では、近接場光発生部２０が、例えば金薄
膜からなっている。また、微小開口部２１の平面サイズは、２００ｎｍ×３００ｎｍとな
るように形成されている。
【０２４２】
　次に、図１４を用いて、記録再生ヘッド１８の製造方法について説明する。図１４は、
記録再生ヘッド１８の製造方法を示す図であり、同図（ａ）は、半導体レーザ光源２４が
形成された様子を示す図であり、同図（ｂ）は、受光素子１９と近接場光発生部２０とが
形成された様子を示す図である。
【０２４３】
　まず、図１４（ａ）に示すように、ＧａＡｓ基板２２上に、波長６５０ｎｍの光を出射
可能な半導体レーザ光源２４を形成する。その後、図１４（ｂ）に示すように、半導体レ
ーザ光源２４が形成されたＧａＡｓ基板２２上に、例えばＳｉＮ（窒化シリコン）又はＡ
ｌＮ（窒化アルミニウム）からなる透明薄膜層２３を形成すると共に、透明薄膜層２３上
に、受光素子１９と、微小開口部２１を有した近接場光発生部２０とを形成する。このと
き、微小開口部２１を有した近接場光発生部２０は、半導体レーザ光源２４から出射され
た光が照射される位置となるように形成されている。
【０２４４】
　なお、図１４（ｂ）では、近接場光発生部２０における微小開口部２１の形状は、四角
形となっているが、これに限らず、円形、三角形等、微小開口部２１付近に近接場光を発
生させる構成であればどのような構成であってもよい。
【０２４５】
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　また、近接場光を発生させる構成についても、上記記録再生ヘッド１８に限らず、光フ
ァイバー等を用いて近接場光を発生させてもよい。さらに、半導体レーザ光源２４、受光
素子１９及び近接場光発生部２０を備えた記録再生ヘッド１８を、例えば半導体レーザ光
源２４、受光素子１９及びＳＩＬ（Solid Immersion Lens）型の近接場光発生素子を具備
した、光ピックアップタイプの記録再生ヘッドに置き換えてもよい。
【０２４６】
　以上のように、光記録再生装置１７は、スピンドル６及びサスペンション５の動作と、
記録再生ヘッド１８による近接場光の発生及び散乱光の受光とを制御することにより、光
記録媒体１６の所定の位置に記録再生を行うことができる。
【０２４７】
　すなわち、光記録再生装置１７は、サスペンション５、スピンドル６等の各種機能を制
御するための所定の演算処理を行う制御部５１を備えており、該制御部５１は例えばＣＰ
Ｕ（Central Processing Unit）等によって実現されている。さらに、制御部５１は、本
実施形態に係る光記録媒体１６に対して記録再生を行うときの記録再生ヘッド１８の制御
を行うために、信号特定部５１１と、差分算出部５１２と、ヘッド位置制御部５１３とを
備えている。また、光記録再生装置１７は、制御部５１で利用される各種データ、プログ
ラムの実行によって得られたデータ等を記憶する記憶部５２を備えている。
【０２４８】
　なお、上記制御部５１（信号特定部５１１、差分算出部５１２及びヘッド位置制御部５
１３）及び記憶部５２は、実施形態１に係る磁気記録再生装置４に備えられた制御部４１
（信号特定部４１１、差分算出部４１２及びヘッド位置制御部４１３）及び記憶部４２と
同様の機能を有しているので、ここではその説明を省略する。
【０２４９】
　また、実施形態１と同様、光記録媒体１６に対して光記録再生装置１７が行う制御は、
制御部５１が記憶部５２に記憶された情報を参照することによって実現されている。
【０２５０】
　〔光記録媒体１６の概略構成及び製造方法〕
　次に、図１５を用いて、本実施形態に係る光記録媒体１６の概略構成及び製造方法につ
いて説明する。図１５は、本実施形態に係る光記録媒体１６の概略構成を示す図である。
【０２５１】
　光記録媒体１６は、孤立した光記録セル（情報記録セル）２５を配列したパターンドメ
ディアである。また、光記録媒体２５は、例えば照射されるレーザ光によって光記録セル
２５（後述の光記録セル２５ａ、２５ｂを含む）の結晶性を変化させることで、光記録再
生装置１７の近接場光発生部２０で発生した再生時の近接場光による散乱光の強度を変化
させるタイプの媒体である。さらに、光記録媒体１６には、複数のトラックが該光記録媒
体１６の半径方向に等しい間隔（所定のトラックピッチ（例えば７０ｎｍ））で同心円状
に配置されており、該複数のトラックには上記光記録セル２５が配置されている（すなわ
ち、光記録セル２５は、各トラックに一列に配置されている）。また、光記録セル２５は
、円柱状のセルであり、光記録再生装置１７によって磁気情報が記録再生されるものであ
り、隣接するトラックに形成された光記録セル２５と互い違いになるように配置されてい
る。
【０２５２】
　なお、本実施形態に係る光記録媒体１６の光記録セル２５の大きさは、直径４０ｎｍ及
び高さ４０ｎｍとなっているが、これに限らず、直径５ｎｍ～１００ｎｍ及び高さ１０ｎ
ｍ～６０ｎｍとなっていればよい。また、光記録セル２５は、光記録セルの総称であり、
後述の光記録セル２５ａ、２５ｂを含むものである。
【０２５３】
　ここで、光記録セル２５が「隣接するトラックに形成された光記録セル２５と互い違い
になるように配置されている」とは、以下の２つの条件を示すことを意味する。１つの条
件としては、光記録セル２５の円周方向における周方向位置（光記録媒体１６の円周方向
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における位置）と、該光記録セル２５が形成されたトラックと隣接するトラックに形成さ
れた光記録セル２５の周方向位置とが同じ位置ではないことである。もう１つの条件とし
ては、同じトラックにおいて隣り合った２つの磁気記録セル１間の任意の周方向位置に、
該トラックと隣接するトラックの何れかには光記録セル２５が１つ形成されていることで
ある。すなわち、光記録セル２５が互い違いになるように配置された構成としては、同じ
トラックにおいて隣り合った２つの光記録セル２５間の任意の周方向位置に、該トラック
と隣接する両方のトラックに光記録セル２５が存在する場合と、該トラックと隣接する一
方のトラックには光記録セル２５が存在するものの、もう一方のトラックには光記録セル
２５が存在しない場合とがある。なお、本実施形態に係る光記録媒体１６では、任意の光
記録セル２５は、その周方向位置が、隣接するトラックにおいて隣り合った２つの光記録
セル２５の中心位置となるように形成されている。
【０２５４】
　光記録媒体１６の構成について、図１５を用いてさらに具体的に説明する。光記録媒体
１６では、上記のように、光記録セル２５が隣接するトラックに形成された光記録セル２
５と互い違いになるように配置されている。また、光記録媒体１６では、各トラックにお
いて規則的に光記録セル２５が配置されている場合に該光記録セル２５が存在するはずの
領域に、該光記録セル２５が存在しない領域が少なくとも１つある。「規則的に光記録セ
ル２５が配置されている」とは、図１５に示すように、点線で囲まれた領域にも光記録セ
ル２５が存在し、各トラックでの光記録セル２５の周方向位置の間隔が等しいことを指す
。
【０２５５】
　すなわち、本実施形態に係る光記録媒体１６には、任意のトラック内で隣接した２つの
光記録セル２５間の周方向位置において、該トラックと隣接する一方のトラックには光記
録セル２５が存在せず、隣接するもう一方のトラックには光記録セル２５が存在するとい
った第１の領域６１及び第２の領域６２が存在する。そして、光記録媒体１６は、上記任
意のトラックに対して上記第１の領域６１及び第２の領域６２の組み合わせを少なくとも
１組有する構成となっている。
【０２５６】
　例えば図１５に示すトラックＴｒ１６（第１のトラック）を上記任意のトラックとした
場合、図１５に示す光記録媒体１６は、第１の領域６１及び第２の領域６２の組み合わせ
を１組有する構成となっている。第１の領域６１には、該トラックＴｒ１６内で隣接した
光記録セル２５間の周方向位置において、該トラックＴｒ１６と隣接する外周側のトラッ
クＴｒ１７（第２のトラック）に光記録セル２５が存在せず、該トラックＴｒ１６と隣接
する内周側のトラックＴｒ１８（第３のトラック）には光記録セル２５が存在する。一方
、第２の領域６２には、トラックＴｒ１６内で隣接した光記録セル２５間の周方向位置に
おいて、トラックＴｒ１８には光記録セル２５が存在せず、トラックＴｒ１７には光記録
セル２５が存在する。
【０２５７】
　なお、本実施形態でも、実施形態１と同様、「規則的に光記録セル２５が配置されてい
る場合に該光記録セル２５が存在するはずの領域に、該光記録セル２５が存在しない領域
」を以降「欠陥領域（特定領域）２６（後述の欠陥領域２６ａ～２６ｅを含む）」と称し
、点線で囲んだ円で表すものとする。
【０２５８】
　つまり、上記第１の領域６１及び第２の領域６２は、以下のように言い換えることがで
きる。すなわち、第１の領域６１には、トラックＴｒ１６と隣接する外周側のトラックＴ
ｒ１７に欠陥領域２６ａが存在し、該トラックＴｒ１６と隣接する内周側のトラックＴｒ
１８に光記録セル２５ａが存在するといえる。一方、第２の領域６２には、トラックＴｒ
１８に欠陥領域２６ｂが存在し、トラックＴｒ１７に光記録セル２５ｂが存在するといえ
る。なお、図１５に示すように、トラックＴｒ１４、Ｔｒ１５、Ｔｒ１６にはそれぞれ、
欠陥領域２６ｃ、２６ｄ、２６ｅが含まれている。



(39) JP 2010-20851 A 2010.1.28

10

20

30

40

50

【０２５９】
　また、光記録媒体１６において、光記録セル２５が形成されていない領域（欠陥領域２
６を含む領域）は、再生時に、散乱光の強度が変化しない金属によって形成されている。
さらに、光記録媒体１６は、受光素子１９が、光記録セル２５からの散乱光の強度を２値
の信号として検出する一方、上記散乱光の強度が変化しない金属領域からの信号を上記２
値（信号振幅）の平均値（中央値）として検出するように設計されている。
【０２６０】
　また、光記録セル２５の形状は、円柱状に限られるものではなく、例えば四角柱状、楕
円柱状、球状等であってもよく、孤立した光記録セル２５に光情報が記録できれば形状で
あればどのような形状であってもよい。
【０２６１】
　さらに、光記録媒体１６の回転方向は、図１５に示すように、紙面左から右（矢印方向
）となっているため、光記録再生装置１７は、光記録媒体１６において、紙面右側の光記
録セル２５から順に信号検出していく。
【０２６２】
　以下、光記録媒体１６の製造方法の一例を示す。まず、ガラス基板上にレジストを塗布
し、電子線リソグラフィー法によって、レジストに微細パターンを形成した後、光記録セ
ル２５を形成する材料を、この微細パターンが形成されたレジスト上に成膜する。その後
、有機溶剤を用いて、レジストとレジスト上に堆積した光記録セル２５を形成する材料と
を除去した後、この基板上に金属層を成膜する。そして、この基板の金属層側から研磨を
行うことで、光記録セル２５を表面に露出させると共に、基板表面を平滑にする。最後に
、光記録セル２５が形成された基板に対して潤滑剤を塗布する。
【０２６３】
　なお、光記録セル２５を形成する材料としては、光記録再生装置１７から光が照射され
ることによって（熱を加えられることによって）、その結晶性が変化する材料であればど
のような材料であってもよい。光記録セル２５を形成する材料としては、例えばＧｅＳｂ
、ＧｅＳｂＴｅ、ＡｇＩｎＳｂＴｅ合金等を用いることができる。また、レジストへの微
細パターンの形成方法としては、例えば陽極酸化法、フォトリソグラフィー法、ナノイン
プリント法等を用いることが可能である。
【０２６４】
　また、上記光記録媒体１６の製造方法では、光記録媒体１６の片面にのみ光記録面（す
なわち、光記録セル２５を有する面）を形成しているが、これに限らず、光記録媒体１６
の両面に光記録面を形成してもよい。この場合には、上記製造方法に示す工程が、光記録
媒体１６の両面に対して実施されればよい。なお、光記録媒体１６の両面に形成される光
記録面への潤滑剤の塗布については、同時に行うことも可能である。
【０２６５】
　〔光記録媒体１６の記録再生方法〕
　次に、光記録再生装置１７が光記録媒体１６に対して光情報を記録再生する方法につい
て説明する。なお、光記録再生装置１７が光記録媒体１６に対して実施形態１に係る磁気
記録再生装置４と同様の制御を行う場合には、その説明を省略する。
【０２６６】
　光記録再生装置１７は、光記録媒体１６に記録された情報を再生するときには、記録再
生ヘッド１８の半導体レーザ光源２４が、近接場光発生部２０に対して、比較的弱いパワ
ー（例えば０．５ｍＷ）のレーザ光を照射する。そして、記録再生ヘッド１８の受光素子
１９は、近接場光発生部２０において発生した近接場光による、光記録媒体１６の光記録
セル２５からの散乱光を検出する。光記録再生装置１７は、受光素子１９が検出する、光
記録媒体１６からの散乱光の強度を検出することで、該光記録媒体１６に記録された情報
を再生することができる。
【０２６７】
　一方、光記録再生装置１７は、光記録媒体１６に情報を記録するときには、半導体レー
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ザ光源２４は、近接場光発生部２０に対して、上記再生時におけるレーザ光のパワーより
も強いパワー（例えば５ｍＷ）のレーザ光を照射する。このレーザ光が光記録媒体１６の
光記録セル２５に照射されることにより、該光記録セル２５を形成する材料の結晶性が変
化する。これにより、光記録再生装置１７は、光記録セル２５に情報を記録することがで
きる。そして、光記録媒体１６は、光記録セル２５の結晶性を変化させることで、光記録
再生装置１７の近接場光発生部２０で発生した再生時の近接場光による散乱光の強度を、
該光記録セル２５毎に変化させることができる。
【０２６８】
　また、本実施形態に係る光記録再生装置１７の受光素子１９は、再生時において、光検
出領域が散乱光の強度が変化しない金属である場合には、光記録媒体１６から振幅０の信
号を検出する。つまり、受光素子１９が検出する信号のゼロレベルは、光記録セル２５か
らの散乱光の強度を２値の信号として検出する場合、これら２値の平均値となるように設
定されている。
【０２６９】
　さらに、受光素子１９が光情報を検出可能な半径方向の幅である光検出幅Ｓｗ２は、ト
ラックピッチをＴＰ２、光記録セル２５の直径をＣｗ２とすると、
　　Ｓｗ２＝２×ＴＰ２－Ｃｗ２／２
に設定されている。つまり、受光素子１９の光検出幅Ｓｗ２は、図１５に示すように、記
録再生ヘッド１８がトラックＴｒ１６上を走査する場合、トラックＴｒ１７からトラック
Ｔｒ１６側に直径Ｃｗ２の４分の１だけずれた位置と、トラックＴｒ１８からトラックＴ
ｒ１６側に直径Ｃｗ２の４分の１だけずれた位置との間の距離となる。
【０２７０】
　ここでは、光記録再生装置１７の受光素子１９が、図１５に示す光記録媒体１６のトラ
ックＴｒ１６に沿って、紙面右側の光記録セル２５から左方向（図１に示す矢印とは反対
方向）に向かって信号を検出する場合について説明する。なお、図１６は、図１３に示す
受光素子１９が、図１５に示す光記録媒体１６のトラックＴｒ１６に沿って信号を検出し
たときの検出信号の絶対値を示す図であり、同図（ａ）は、図１５に示すトラックＴｒ１
６においてオントラックである時の検出信号の絶対値を示す図であり、同図（ｂ）は、図
１３に示す記録再生ヘッド１８が、図１５に示すトラックＴｒ１６から内周側に僅かに位
置ずれを起こしている場合の検出信号の絶対置を示す図であり、同図（ｃ）は、記録再生
ヘッド１８が、図１５に示すトラックＴｒ１６から外周側に僅かに位置ずれを起こしてい
る場合の検出信号の絶対値を示す図である。
【０２７１】
　なお、図１５（ａ）～図１５（ｃ）に示す符号Ｓ２５ａ及びＳ２５ｂは、受光素子１９
がトラックＴｒ１７、Ｔｒ１８に形成された光記録セル２５ａ、２５ｂから検出する信号
を示す。また、図１５（ａ）に示すＳ２６ｃ～Ｓ２６ｅは、受光素子１９が欠陥領域２６
ｃ～２６ｅ上を通過したときに検出する信号を示す。
【０２７２】
　光記録媒体１６が光記録再生装置１７に装着されると、実施形態１と同様、該光記録再
生装置１７は、サスペンション５、スピンドル６及びボイスコイルモーター７を制御して
、記録再生ヘッド１８がトラックＴｒ１６上に位置するように移動させる。そして、受光
素子１９は、トラックＴｒ１６における光記録セル２５と該トラックＴｒ１６に隣接する
トラックＴｒ１７、Ｔｒ１８における光記録セル２５とを交互に検出する。本実施形態に
係る光記録媒体１６において、トラックＴｒ１７、Ｔｒ１８における光記録セル２５の周
方向位置が等しいので、受光素子１９は、例えばトラックＴｒ１６における光記録セル２
５を１つ検出した後、トラックＴｒ１７、Ｔｒ１８における光記録セル２５を２つ同時に
検出していく。
【０２７３】
　また、光記録再生装置１７には、記録再生ヘッド１８が追従するトラック（この場合は
トラックＴｒ１６）における光記録セル２５からの検出信号として最小の信号振幅（オフ
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トラックのときでも上記トラックにおける光記録セル２５からの検出信号であることが判
別可能な信号振幅）が予め設定されている。そして、光記録再生装置１７は、実施形態１
と同様の制御を行うことによって、記録再生ヘッド１８が追従するトラックにおける光記
録セル２５と、該トラックに隣接するトラックにおける光記録セル２５とを判別すること
ができる。
【０２７４】
　記録再生ヘッド１８がトラックＴｒ１６上を追従するときに、該トラックＴｒ１６に対
してオントラックである場合、図１６（ａ）に示すように、受光素子１９は、該トラック
Ｔｒ１６における光記録セル２５から最も大きな振幅ｈ８の信号を検出する。また、受光
素子１９は、トラックＴｒ１７、Ｔｒ１８における２つの光記録セル２５からの散乱光の
強度が同じである場合には、該光記録セル２５から振幅ｈ９の信号を検出する。なお、ト
ラックＴｒ１７、Ｔｒ１８の２つの光記録セル２５からの散乱光の強度が異なる場合には
、該光記録セル２５からの検出信号はゼロレベルとなる。
【０２７５】
　また、受光素子１９は、再生トラックに隣接する一方のトラックに欠陥領域２６が存在
し、隣接するもう一方のトラックに光記録セル２５が存在する（第１の領域６１又は第２
の領域６２上を通過する）場合には、図１６（ａ）に示すように、振幅ｈ１０の信号を検
出する。例えば受光素子１９は、トラックＴｒ１７に欠陥領域２６ａが存在し、トラック
Ｔｒ１８に光記録セル２５ａが存在する第１の領域６１上を通過するとき、光記録セル２
５ａから振幅ｈ１０の信号Ｓ２５ａを検出する。一方、受光素子１９は、トラックＴｒ１
７に光記録セル２５ｂが存在し、トラックＴｒ１８に欠陥領域２６ｂが存在する第２の領
域６２上を通過するとき、光記録セル２５ｂから振幅ｈ１０の信号Ｓ２５ｂを検出する。
【０２７６】
　このように、記録再生ヘッド１８が追従するトラックＴｒ１４に対してオントラックで
ある場合、受光素子１９が検出する信号Ｓ２５ａと信号Ｓ２５ｂとの振幅は等しくなる。
従って、この場合には、光記録再生装置１７は、光記録媒体１６に対する記録再生ヘッド
１８の半径位置を調整することなく、トラックＴｒ１４に記録された情報の再生を行うこ
とができる。
【０２７７】
　また、上述のように、受光素子１９の光検出幅Ｓｗ２が（２×ＴＰ２－Ｃｗ２／２）と
なっており、該受光素子１９は、再生トラックにおける光記録セル２５からの信号振幅ｈ
８を最も大きく検出する。このため、光記録再生装置１７では、トラックＴｒ１６に隣接
するトラックＴｒ１７、Ｔｒ１８における光記録セル２５からの検出信号がクロストーク
しても、再生エラーが生じにくい。
【０２７８】
　次に、記録再生ヘッド１８がトラックＴｒ１６に対してオフトラックである場合、図１
６（ｂ）及び図１６（ｃ）に示すように、受光素子１９がトラックＴｒ１８の光記録セル
２５ａから検出する信号Ｓ２５ａの振幅と、トラックＴｒ１７の光記録セル２５ｂからの
信号Ｓ２５ｂの振幅とが異なる。
【０２７９】
　記録再生ヘッド９がトラックＴｒ１６から内周側（トラックＴｒ１８側）に僅かに位置
ずれを起こした場合、図１６（ｂ）に示すように、受光素子１９がトラックＴｒ１８にお
ける光記録セル２５ａから検出する信号Ｓ２５ａの振幅ｈ１１は、振幅ｈ１０よりも大き
くなる。一方、受光素子１９がトラックＴｒ１７における光記録セル２５ｂから検出する
信号Ｓ２５ｂの振幅ｈ１２は、振幅ｈ１０よりも小さくなる。従って、光記録再生装置１
７は、受光素子１９がこれらの信号Ｓ２５ａ、Ｓ２５ｂを検出すると、該信号Ｓ２５ａ、
Ｓ２５ｂの振幅差（ｈ１１－ｈ１２）を求める。そして、光記録再生装置１７は、振幅ｈ
１１と振幅ｈ１２とが等しく（すなわち、ｈ１１－ｈ１２＝０）なるように、記録再生ヘ
ッド１８の半径位置を外周側（トラックＴｒ１７側）にずらしてトラックＴｒ１６に戻る
ようにフィードバック制御を行う。
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【０２８０】
　一方、記録再生ヘッド１８がトラックＴｒ１６から外周側（トラックＴｒ１７側）に僅
かに位置ずれを起こした場合、図１６（ｃ）に示すように、受光素子１９がトラックＴｒ
１８における光記録セル２５ａから検出する信号Ｓ２５ａの振幅ｈ１３は、振幅ｈ１０よ
りも小さくなる。一方、受光素子１９がトラックＴｒ１７における光記録セル２５ｂから
検出する信号Ｓ２５ｂの振幅ｈ１４は、振幅ｈ１０よりも大きくなる。従って、光記録再
生装置１７は、受光素子１９がこれらの信号Ｓ２５ａ、Ｓ２５ｂを検出すると、該信号Ｓ
２５ａ、Ｓ２５ｂの振幅差（ｈ１３－ｈ１４）を求める。そして、光記録再生装置１７は
、振幅ｈ１３と振幅ｈ１４とが等しく（すなわち、ｈ１３－ｈ１４＝０）なるように、記
録再生ヘッド１８の半径位置を内周側（トラックＴｒ１８側）にずらしてトラックＴｒ１
６に戻るようにフィードバック制御を行う。
【０２８１】
　なお、光記録再生装置１７には、例えば第１の領域６１と第２の領域６２との振幅差（
差分）と記録再生ヘッド１８の移動量とを対応付けたテーブルが記憶されている。そして
、光記録再生装置１７は、実施形態１に係る磁気記録再生装置４と同様のフィードバック
制御を行うことによって、上記記録再生ヘッド１８のフィードバック制御を行う。
【０２８２】
　また、実施形態１、２と同様、光記録再生装置１７には、載置される光記録媒体１６の
欠陥領域２６の配置に関する配置情報が記憶されている。つまり、光記録再生装置１７は
、この配置情報を参照すると共に、実施形態１に係る磁気記録再生装置４と同様の制御を
行うことによって、受光素子１９は、
（１）再生トラックに隣接する外周側のトラックにおける光記録セル２５のみからの信号
（２）再生トラックにおける欠陥領域２６からの信号
（３）再生トラックに隣接する内周側のトラックにおける光記録セル２５のみからの信号
の順で検出することができる。すなわち、光記録媒体１６は、記録再生ヘッド１８にオフ
トラックが生じた場合に、該オフトラック方向を光記録再生装置１７に判別させることが
できる。
【０２８３】
　また、上記光記録媒体１６の構成により、光記録再生装置１７は、該光記録媒体１６へ
の記録時も再生時と同様の制御を行うことが可能であり、この記録時の制御についても実
施形態１に係る磁気記録再生装置４の記録時の制御と同様である。
【０２８４】
　以上のように、本実施形態に係る光記録媒体１６は、実施形態１と同様、第２のトラッ
クの光記録セル２５が形成されていない欠陥領域２６と、第３のトラックに形成された光
記録セル２５とを含む第１の領域６１、及び、第３のトラックの光記録セル２５が形成さ
れていない欠陥領域２６と、第２のトラックに形成された光記録セル２５とを含む第２の
領域６２、を少なくとも１組有する構成である。
【０２８５】
　これにより、光記録媒体１６は、光記録再生装置１７に対して、データ記録領域内に欠
陥領域２６を含む第１の領域６１及び第２の領域６２から検出させる信号をもとに第１の
トラックに対する高精度なトラッキング制御を行わせることができる。よって、光記録媒
体１６は、トラッキング制御用の信号検出のみのためのパターンを設ける必要がない。こ
のため、光記録媒体１６は、データ記録領域の記録容量をほとんど低下させることなく、
光記録再生装置１７に記録再生ヘッド１８の位置合わせを高精度に行わせることができる
。
【０２８６】
　従って、光記録媒体１６は、狭トラックピッチ及び高線記録密度であっても記録領域を
ほとんど低下させることなく、光記録再生装置１７に対して、高精度にトラッキング制御
を行わせることができる。すなわち、光記録媒体１６は、再生エラー及び記録エラーの少
ない光記録再生装置１７を提供することが可能となる。
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【０２８７】
　（光検出幅Ｓｗ２について）
　なお、上述では、受光素子１９の光検出幅Ｓｗ２は、トラックピッチをＴＰ２、光記録
セル２５の直径をＣｗ１とすると、
　　Ｓｗ２＝２×ＴＰ２－Ｃｗ２／２
に設定されていたが、これに限られたものではない。すなわち、上記光検出幅Ｓｗ２は、
受光素子１９が再生トラックにおける光記録セル２５からの光の散乱強度変化を、該再生
トラックに隣接するトラックにおける光記録セル２５からの光の散乱強度変化と区別して
検出することが可能な程度の幅に設定されていればよい。しかしながら、光検出幅Ｓｗ２
が、
　　Ｓｗ２≦２×ＴＰ２－Ｃｗ２
である場合、受光素子１９は、再生トラックと隣接するトラックにおける光記録セル２５
からの光の散乱強度変化の検出が困難になる。このため、光検出幅Ｓｗ２は、
　　Ｓｗ２＞２×ＴＰ２－Ｃｗ２
であることが望ましい。一方、光検出幅Ｓｗ２が、
　　Ｓｗ２≧２×ＴＰ２
である場合、再生トラックから検出される信号振幅よりも、該再生トラックと隣接するト
ラックから検出される信号振幅の方が大きくなる可能性がある。このため、光検出幅Ｓｗ
２は、
　　Ｓｗ２＜２×ＴＰ２
であることが望ましい。
【０２８８】
　上述より、受光素子１９の光検出幅Ｓｗ２は、
　　２×ＴＰ２－Ｃｗ２＜Ｓｗ２＜２×ＴＰ２　・・・（２）
と設定されていることが望ましい。このように、受光素子１９の光検出幅Ｓｗ２を式（２
）となるように設定することで、受光素子１９は、再生トラックにおける光記録セル２５
からの信号を最も大きい信号として検出できる。また、受光素子１９は、第１の領域６１
及び第２の領域６２における光記録セル２５からの信号を、トラッキング制御用の信号と
して検出することができる。
【０２８９】
　従って、光記録再生装置１７は、再生トラックに隣接するトラックにおける光記録セル
２５からの信号を適切な大きさで検出することができるので、該信号がクロストークして
も、再生エラーを生じにくくすることができる。すなわち、光記録媒体１６は、光記録再
生装置１７に対して高精度なトラッキング制御を行わせることができる。
【０２９０】
　（空間分解可能幅Ｓｗ２について）
　ここで、本実施形態に係る記録再生ヘッド１８の受光素子１９において、該受光素子１
９の円周方向における空間分解可能幅をＳｔ２、任意のトラック（第１のトラック）に形
成された光記録セル２５と、周方向において該光記録セル２５と最も近接した、該トラッ
クと隣接したトラック（第２のトラック又は第３のトラック）に形成された光記録セル２
５との距離をＲとするとき、Ｓｔ２＜Ｒであることが好ましい。なお、空間分解可能幅Ｓ
ｔ２とは、受光素子１９が単一の光記録セル２５上を通過したときに得られる信号の半値
幅（時間軸）をｔ２、通過時の線速度をｖ２としたとき、「ｔ２×ｖ２」で表される値を
指す。
【０２９１】
　上記関係の場合、光記録再生装置１７は、トラッキング制御用の信号を検出するときに
、各々の光記録セル２５からの検出信号を分離しやすくなるため、トラッキングエラーを
生じにくくすることができる。これは、この構成によれば、隣接する光記録セル２５から
の信号に起因した検出信号の歪みが小さくなるためである。
【０２９２】
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　〔光記録媒体１６の変形例について〕
　なお、光記録媒体１６は、図９に示す磁気記録媒体３ｃと同様、周方向において、欠陥
領域２６を含む第１の磁気記録セル群と欠陥領域２６を含まない（すなわち光記録媒体１
６だけで構成された）第２の磁気記録セル群とが交互に形成されていてもよい。この場合
、光記録媒体１６は、各トラックに対して第１の領域６１及び第２の領域６２の組み合わ
せを複数有する構成となるので、該第１の領域６１及び第２の領域６２からの信号を高頻
度で検出することができ、オフトラックの検出頻度を高めることができる。また、光記録
媒体１６は、第２の磁気記録セル群の周方向の幅が任意に設定されることにより、上記組
み合わせの数を適宜変更することができる。
【０２９３】
　また、光記録媒体１６は、図１０に示す磁気記録媒体３ｃと同様、複数の光記録セル２
５をセクタに分けるためのセクタ分離パターンが設けられていてもよい。セクタ分離パタ
ーンは、上記第１の磁気記録セル群と第２の磁気記録セル群との間に設けられていても、
任意の周方向位置に設けられていてもよい。
【０２９４】
　さらに、光記録媒体１６には、実施形態１と同様、各トラックを識別するための識別情
報が記録されたアドレスパターンが作製されていてもよい。
【０２９５】
　その他、光記録媒体１６における光記録セル２５及び欠陥領域２６の配置についても、
任意のトラックに対して第１の領域と第２の領域との組み合わせを少なくとも１組有する
構成であればよく、例えば実施形態１、２に係る磁気記録媒体３～３ｆと同様の配置及び
これらを組み合わせた配置であってもよい。
【０２９６】
　〔補足〕
　最後に、本発明に係る磁気記録再生装置４の各ブロック、特に信号特定部４１１、差分
算出部４１２、ヘッド位置制御部４１３、及び本発明に係る光記録再生装置１７の各ブロ
ック、特に信号特定部５１１、差分算出部５１２、ヘッド位置制御部５１３は、ハードウ
ェアロジックによって構成してもよいし、次のようにＣＰＵを用いてソフトウェアによっ
て実現してもよい。
【０２９７】
　すなわち、本実施形態に係る磁気記録再生装置４および光記録再生装置１７は、各機能
を実現する制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ（central processing unit）、上記
プログラムを格納したＲＯＭ（read only memory）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（
random access memory）、上記プログラムおよび各種データを格納するメモリ等の記憶装
置（記録媒体）などを備えている。そして、本発明の目的は、上述した機能を実現するソ
フトウェアである磁気記録再生装置４および光記録再生装置１７の制御プログラムのプロ
グラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラム）をコン
ピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、上記磁気記録再生装置４および光記録再
生装置１７に供給し、そのコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録され
ているプログラムコードを読み出し実行することによっても、達成可能である。
【０２９８】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【０２９９】
　また、本実施形態に係る磁気記録再生装置４および光記録再生装置１７を通信ネットワ
ークと接続可能に構成し、上記プログラムコードを、通信ネットワークを介して供給して
もよい。この通信ネットワークとしては、特に限定されず、例えば、インターネット、イ
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ントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専
用網（virtual private network）、電話回線網、移動体通信網、衛星通信網等が利用可
能である。また、通信ネットワークを構成する伝送媒体としては、特に限定されず、例え
ば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線
等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、
８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話機網、衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも利
用可能である。なお、本発明は、上記プログラムコードが電子的な伝送で具現化された、
搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形態でも実現され得る。
【０３００】
　〔本発明の別の表現〕
　なお、本発明は、以下のようにも表現できる。
【０３０１】
　すなわち、本発明に係る情報記録媒体は、互いに孤立した複数の情報記録セルが配列さ
れ、該情報記録セルは、隣接するトラックに形成された情報記録セルと互い違いになるよ
うに配置されており、各トラックはそれぞれ、欠陥部を少なくとも１つ以上含む情報記録
媒体であって、第１のトラックに対して隣接する両側２つの第２のトラック及び第３のト
ラックにおける欠陥部をそれぞれ第１の欠陥部及び第２の欠陥部とすると、上記第１のト
ラック内で隣接した２つの情報記録セルの間の周方向位置に、第１の欠陥部と第３のトラ
ックにおける情報記録セルが存在し、上記第１のトラック内で隣接した２つの情報記録セ
ルの間の周方向位置に、第２の欠陥部と第２のトラックにおける情報記録セルが存在する
組み合わせが、少なくとも１組以上存在することを特徴としている。
【０３０２】
　また、上記情報記録媒体において、上記欠陥部が、一定方向の隣接するトラックに移動
するに従い、周方向位置が一定方向に移動するように備えられたことが好ましい。
【０３０３】
　また、上記情報記録媒体において、情報記録セルの周方向における位置の隣接トラック
間での差をＤ、情報記録セルの周方向へのピッチをＰ、ｎを０以上の整数（０，１，２，
・・・）とするとき、一定方向の隣接するトラックに移動するに従い、上記欠陥部の周方
向位置が、（ｎ×Ｐ＋Ｄ）で示される分だけ、一定の方向に移動し、上記ｎが一定の値で
あることが好ましい。
【０３０４】
　また、上記情報記録媒体において、上記ｎが０であることが好ましい。
【０３０５】
　また、上記情報記録媒体において、情報記録セルの周方向における位置の隣接トラック
間での差をＤ、情報記録セルの周方向へのピッチをＰ、ｍを自然数（１，２，３，・・・
）とするとき、一定方向の隣接するトラックに移動するに従い、上記欠陥部の周方向位置
が、（ｍ×Ｐ－Ｄ）で示される分だけ、一定の方向に移動し、上記ｍが一定の値であるこ
とが好ましい。
【０３０６】
　また、上記情報記録媒体において、上記ｍが１であることが好ましい。
【０３０７】
　また、上記情報記録媒体において、上記情報記録セルは、磁化方向の違いによって情報
が記録される磁気記録セルであることが好ましい。
【０３０８】
　また、本発明に係る磁気記録再生装置は、上記情報記録媒体と、該情報記録媒体に対し
て情報の記録再生を行う磁気記録素子及び磁気再生素子を備えた記録再生ヘッドと、を備
えた磁気記録再生装置であって、上記第２のトラック及び第３のトラックに隣接する上記
第１のトラックの記録及び／再生において、上記第１のトラックにおいて隣接した２つの
情報記録セルの間の周方向位置に、第１の欠陥部と第３のトラックにおける情報記録セル
が存在する周方向位置と、上記第１のトラックにおいて隣接した２つの情報記録セルの間
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の周方向位置に、第２の欠陥部と第２のトラックにおける情報記録セルが存在する周方向
位置との、少なくとも２箇所において検出される信号の波形をもとに、トラッキング制御
を行うことを特徴としている。
【０３０９】
　また、上記磁気記録再生装置において、上記情報記録セルの半径方向への幅をＣｗ１、
上記磁気再生素子の半径方向の検出幅をＳｗ１、上記情報記録セルのトラックピッチをＴ
Ｐ１としたとき、２×ＴＰ１－Ｃｗ１＜Ｓｗ１＜２×ＴＰ１であることが好ましい。
【０３１０】
　また、上記磁気記録再生装置において、上記磁気再生素子の周方向における空間分解可
能幅Ｓｔ１とし、上記第１の情報記録セルと、該第１の情報記録セルと最も近接した周方
向位置にある上記第２の情報記録セルとの周方向における距離Ｒ１とするとき、Ｓｔ１＜
Ｒ１であることが好ましい。
【０３１１】
　また、上記磁気記録再生装置において、上記磁気記録素子と上記磁気再生素子との半径
方向における距離を検出する距離検出動作を行うことが好ましい。
【０３１２】
　また、上記磁気記録再生装置において、上記距離検出動作は、上記磁気記録素子による
記録動作、上記磁気再生素子による再生動作、及び該磁気再生素子が検出する再生信号か
ら得られるエラーレートを記憶する記憶動作を、上記記録再生ヘッドの、上記情報記録媒
体の半径方向における半径位置毎に繰り返し行う動作と、再生時において、オントラック
であるときの上記記録再生ヘッドの上記情報記録媒体における半径位置をｒ１とし、上記
記憶したエラーレートのうち、最小のエラーレートとなる上記記録動作を行ったときの上
記記録再生ヘッドの上記情報記録媒体における半径位置ｒ２とするとき、該磁気記録素子
と該磁気再生素子との半径方向における距離を（ｒ１－ｒ２）と決定する動作と、を含む
ことが好ましい。
【０３１３】
　また、上記情報記録媒体において、上記情報記録セルは、光が照射されることによって
情報が記録される光記録セルであることが好ましい。
【０３１４】
　本発明に係る光記録再生装置は、上記情報記録媒体と、該情報記録媒体に対して情報の
記録再生を行う光記録素子及び受光素子を備えた記録再生ヘッドと、を備えた光記録再生
装置であって、上記第２のトラック及び第３のトラックに隣接する上記第１のトラックの
記録及び／再生において、上記第１のトラック内で隣接した２つの情報記録セルの間の周
方向位置に、第１の欠陥部と第３のトラックにおける情報記録セルが存在する周方向位置
と、上記第１のトラック内で隣接した２つの情報記録セルの間の周方向位置に、第２の欠
陥部と第３のトラックにおける情報記録セルが存在する周方向位置との、少なくとも２箇
所において検出される信号の波形をもとに、トラッキング制御を行うことを特徴としてい
る。
【０３１５】
　また、上記光記録再生装置において、上記情報記録セルの半径方向への幅をＣｗ２、上
記受光素子の半径方向の検出幅をＳｗ２、上記情報記録セルのトラックピッチをＴＰ２と
したとき、２×ＴＰ２－Ｃｗ２＜Ｓｗ２＜２×ＴＰ２であることが好ましい。
【０３１６】
　また、上記光記録再生装置において、上記受光素子の周方向における空間分解可能幅Ｓ
ｗ２とし、上記第１の情報記録セルと、該第１の情報記録セルと最も近接した周方向位置
にある上記第２の情報記録セルとの円周方向における距離Ｒ２とするとき、Ｓｗ２＜Ｒ２
であることが好ましい。
【０３１７】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
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得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０３１８】
　本発明に係る情報記録媒体は、例えばパターンドメディアのような高密度情報記録媒体
に好適に利用できる。また、本発明に係る磁気記録再生装置及び光記録再生装置は、上記
情報記録媒体に対して情報の記録再生を行う場合に好適である。
【図面の簡単な説明】
【０３１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る磁気記録媒体の概略構成を示す図である。
【図２】図１に示す磁気記録媒体に対して記録再生を行う磁気記録再生装置の概略構成を
示す図である。
【図３】図２に示す磁気記録再生装置の記録再生ヘッドの概略構成を示す図である。
【図４】図３に示す磁気再生素子が、図１に示す磁気記録媒体のトラックＴｒ１に沿って
信号を検出したときの検出信号の絶対値を示す図であり、同図（ａ）は、図１に示すトラ
ックＴｒ１においてオントラックである時の検出信号の絶対値を示す図であり、同図（ｂ
）は、図３に示す記録再生ヘッドが、図１に示すトラックＴｒ１から内周側に僅かに位置
ずれを起こしている場合の検出信号の絶対置を示す図であり、同図（ｃ）は、図３に示す
記録再生ヘッドが、図１に示すトラックＴｒ１から外周側に僅かに位置ずれを起こしてい
る場合の検出信号の絶対値を示す図である。
【図５】図１に示す磁気記録媒体の変形例及び検出される信号波形を示すものであり、同
図（ａ）は、磁気記録媒体の変形例の概略構成を示す図であり、同図（ｂ）は、同図（ａ
）に示す磁気記録媒体のトラックＴｒ４に沿って信号を検出したときの検出信号の絶対値
を示す図である。
【図６】図１に示す磁気記録媒体の変形例の別の概略構成を示す図である。
【図７】図１に示す磁気記録媒体のさらなる変形例及び検出される信号波形を示すもので
あり、同図（ａ）は、図１に示す磁気記録媒体のさらなる変形例の概略構成を示す図であ
り、同図（ｂ）は、同図（ａ）に示す磁気記録媒体のトラックＴｒ１０に沿って信号を検
出したときの検出信号の絶対値を示す図である。
【図８】本発明の別の一実施形態に係る磁気記録媒体の概略構成及び検出される信号波形
を示すものであり、同図（ａ）は、本実施形態に係る磁気記録媒体の概略構成を示す図で
あり、同図（ｂ）は、同図（ａ）に示す磁気記録媒体のトラックＴｒ１３に沿って信号を
検出したときの検出信号の絶対値を示す図である。
【図９】第１の磁気記録セル群と第２の磁気記録セル群とが交互に形成された、図８に示
す磁気記録媒体の変形例の概略構成を示す図である。
【図１０】図９に示す磁気記録媒体にセクタ分離パターンが形成された、図８に示す磁気
記録媒体のさらなる変形例の概略構成を示す図である。
【図１１】（ａ）～（ｃ）は、図８に示す磁気記録媒体のさらなる変形例を示す図である
。
【図１２】本発明のさらに別の一実施形態に係る光記録媒体に対して記録再生を行う光記
録再生装置の概略構成を示す図である。
【図１３】図１２に示す記録再生ヘッドの概略構成を示す図である。
【図１４】図１３に示す記録再生ヘッドの製造方法を示す図であり、同図（ａ）は、半導
体レーザ光源が形成された様子を示す図であり、同図（ｂ）は、受光素子と近接場光発生
部とが形成された様子を示す図である。
【図１５】本発明のさらに別の一実施形態に係る光記録媒体の概略構成を示す図である。
【図１６】図１５に示す受光素子が、図１３に示す光記録媒体のトラックＴｒ１６に沿っ
て信号を検出したときの検出信号の絶対値を示す図であり、同図（ａ）は、図１５に示す
トラックＴｒ１６においてオントラックである時の検出信号の絶対値を示す図であり、同
図（ｂ）は、図１３に示す記録再生ヘッドが、図１５に示すトラックＴｒ１６から内周側
に僅かに位置ずれを起こしている場合の検出信号の絶対置を示す図であり、同図（ｃ）は
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、図１３に示す記録再生ヘッド１８が、図１５に示すトラックＴｒ１６から外周側に僅か
に位置ずれを起こしている場合の検出信号の絶対値を示す図である。
【符号の説明】
【０３２０】
　１　　　　磁気記録セル（情報記録セル）
　２、２６　欠陥領域（特定領域）
　３、３ａ～３ｆ　磁気記録媒体（情報記録媒体）
　４　　　　磁気記録再生装置
　３１、６１　　　第１の領域
　３２、６２　　　第２の領域
　９、１８　記録再生ヘッド
　１０　　　磁気記録素子
　１１　　　磁気再生素子
　１６　　　光記録媒体（情報記録媒体）
　１７　　　光記録再生装置
　１９　　　受光素子
　２０　　　近接場光発生部（発光素子）
　２５　　　光記録セル（情報記録セル）
　Ｔｒ１、４、７、１０、１３、１６　トラック（第１のトラック）
　Ｔｒ２、５、８、１１、１４、１７　トラック（第２のトラック）
　Ｔｒ３、６、９、１２、１５、１８　トラック（第３のトラック）

【図１】 【図２】



(49) JP 2010-20851 A 2010.1.28

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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